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大谷にリンゴ園

＝ 将来は観光客に開放＝

あおあおと茂った樹に赤いリンゴがたわわに実り、甘酸っぱい香りが園いっぱいにた

だよっています。

このリンゴ園は昭和58年、大谷の宮本長則さんが桑園跡地30アールに、つがる、千秋、

ジョナゴールド、王林、 ふじ 、陸奥など160本を植え付けられたもので、 3年目の今年、

味も上々のみごとな実がつきました。

栽培がこのま>軌道にのれば、将来は観光リンゴ園として開園する計画をたてられて

います。

〔写真：大屋敷宮本さんのリンゴ園で〕
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今月号の主な内容
＝町報＝
1tl保健センタ ーを着工…………...2 
蔓産業別就業状況・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・•3 
1tl三間町の栗園を視察……•……••4 
唖わたしたちの国保②・・・・・・・・・・・・・・•5 
1tl中津峰ケ峠でご供養念仏………6
蒼還暦記念（ヘボートて）ii下り・・・・・・ 7
＝農林だより＝
1tlクリ出荷始まる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..8 
蔓森林組合役員研修•…•……••・・・..9 
蔓自賠責加入案内・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

卍今月の農作業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

＝商工かわかみ＝

*むらおこし事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12
唖ダプルサービス当選発表………13
衡商業統計調査にご協力を………14
唖ふるさと回想記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

＝公民館報＝

衡数字でみるひじかわ①…………16

卍県民体育祭郡大会でバレーが優勝…18
衡わんばく学級・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19

町民のうごき

人口 3,742人 (+3)

男 1,81 9人 (-2)

女 1,923人 (+5)

世帯数 1,0 5 3芸(-1)

（昭和61年8月31日現在）
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健康づくりの拠点

保健センタ
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町
民
の
健
康
づ
く
り
推
進
の
拠
点

と
な
る
肱
訓
に
は
ぽ
直
心
ノ
ーク
ー
の
建
’

設
起
工
式
が
、
九
月
四
日
現
地
で
エ

事
の
無
事
完
成
を
祈
願
し
て
関
係
者

出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
保
健
セ
ン
タ

ー
は、

町
公
民

館
横
の
敷
地
八
ニ
―

・
O三
，
m
に、

総
事
業
費
一
億
二
千
五
十
万
円
で
建

設
す
る
も
の
で
、
構
造
は
鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
、
延
床
面
積

六
九
八
・
六
，
m
。
一
階
に
健
康
相
談

室
、
健
康
増
進
室
、
事
務
室
等
、
ニ

階
に
保
健
指
導
室
、
検
診
室
、
集
団

指
導
室
、
記
録
保
存
室
等
が
設
け
ら

事 務 室

・ぷ`

S
E汁

れ
、
ま
た
現
在
地
に
あ
る
町
歯

＼
 

科
診
療
所
も
ユ
の
ー
セ
ン
タ

ー

一

階
に
併
設
さ
れ
ま
す
。

こ
の
保
健
セ
ン
タ

ー
は、

（
株
）
大
建
設
計
工
務
（
松
山

市
）
が
設
計
、
本
体
工
事
は
肱

川
建
設
工
業
（
株
）
、
電
気
設
備

工
事
は
（
有
）
桑
原
電
工
が
請

負
っ
て
施
工
し
、
完
成
は
来
年

三
月
二
十
五
日
で
四
月
一
日

オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

な
お
、
詳
細

に
つ
い
て
は
完

成
時
に
広
報
で
紹
介
い
た
し
ま

す
。

階 平 面 図

保健指導室

建設現場での起工式

廊 下

消毒

検査室
検 診 室 小会謙室

集

団

指

導

室
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令
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苦
情
や
要
望
を
行
政
に
反
映

行
政
相
談
週
間

10
月
12
日
ー
18
日

役
所
や
公
社

・
公
団
な
ど
が
行

っ

て
い

る
仕
事

に
意
見
や
要
望
が
あ
る

け
れ
ど
、

ど
こ

に
言
え
ば
よ

い
か
わ

か
ら
な
い

。
あ
る
い
は
苦
情
を
申
し

立
て
た

い
け
れ
ど
、
受
け
付
け
て
く

れ
る

の
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
と
悩
ん
で

し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
苦
情
や
要
望
を
受
け

付
け
、
解
決
を
図

っ
て
く
れ
る
の
が

行
政
相
談

で
す
。
ま
た
、
苦
情
や
要

望
は
た
だ
解
決
す
る
だ
け
で
な
く
今

後

の
行
政
の
改
善

に
も
反
映
さ
れ
ま
悶

す
。わ

た
し
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
苦
情

や
要
望
、
意
見
な
ど
を
申
し
出
る
際

最
も
身
近
な
II

窓
口

“
に
な

っ
て
く

れ
る
の
が

「
行
政
相
談
委
員
」
で
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
庁
長
官

が
特
に
お
願
い
し
た
民
間
の
有
躙
者

の
方
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
行
政
相
談

に
応
じ
、
愛
媛
行
政
監
察
事
務
所
を

は
じ
め
、
国

・
県

・
市
町
村
な
ど
の

関
係
機
関
に
連
絡
し
て
、
そ
の
解
決

を
促
進
し
ま
す
。

相
談
の
お
申
し
込
み
は
、
口
頭
、

電
話
、
手
紙
な
ど
い
ず
れ
の
方
法
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
さ
れ
る
方

の
お
名
前
や
相
談
の
内
容
に
つ
い
て

は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
務
庁
で
は
、
こ
の
行
政
相
談
制

度
が
よ
く
知
ら
れ
、
も
っ
と
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
秋
、

lO
月

12
日

1
1
8
日
を
行
政
相
談
週
間
と
定

め
各
種
の
行
事
を
実
施
し
ま
す
が
、

こ
の
週
間
の
期
間
外
で
も
、
電
話
等

で
相
談
は
随
時
受
け
つ
け
ま
す
。

愛
媛
行
政
監
察
事
務
所

松
山
市
宮
田
町
一
八
八

松
山
地
方
合
同
庁
舎

(TEl0八
九
九
ー
ニ
―
|
-
―

0
0
)

肱
川
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
下

鹿
野
川
の
福
田
保
さ
ん
で
す
が
、
こ

の
週
間
の
一
還
と
し
て
次
の
と
お
り

行
政
相
談
を
行
な
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

▽
日
時

10
月

6
日
囲

牛
前
9
時

1
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

▽
場
所
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産業分類別就業者割合の推移

g 

饗、ヽ

30年

-—第 —1 次 産 業 86.1% 
第
一

75.8% 

□118.7% 
2‘ ― 

マ
，ヽ',、'

0.0%|9 14.2% 

35年 73.6% /̀ 18.6% 
40年 68.0% 12.5% 19.5% 

45年 67.0% 13.1% 

50年 59.6% 18.4% 

55年 52.6% 21.1% 26.3% 
． ， 

60年

゜

50.6% 22.6% 
第 2次産業

50 

次
産
業
の
就
業
率
は

県
内
十
一
位

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
国
勢

三
％
、
第
三
次
産
業
は
二
七
％
と
な
っ

調
査
は
総
務
庁
に
お
い
て
、
集
計
分
て

い
ま
す
。
二
十
五
年
以
降
の
推
移

析
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
を
み
る
と
、
第

一
次
産
業
は
減
少
を

の
内
の
産
業
分
類
に
よ
る
就
業
人
口
続
け
、
第
二
次
産
業
は
建
設
業
を
中

は
昭
和
二
十
五
年
以
降
ど
う
推
移
し
心
に
、
第
三
次
産
業
は
サ
ー
ビ
ス
業

て
い
る
か
、
図
表
で
紹
介
し
ま
す
。
を
主
体
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
で
、
十
五
歳
以
上
の
こ
の
よ
う
に
農
林
業
を
主
と
す
る

産
業
別
就
業
人
口
は
二

0
六
九
人
で
第
一
次
産
業
は
、
厳
し
い
諸
情
勢
の

四
十
年
に
比
べ
る
と
総
人
口
の
減
少
中
で
年
々
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

と
と
も
に
六
二
七
人
（
二
三
％
）
少
い
ま
す
が
、

ま
だ
他
産
業

へ
の
就
業

な
く
な
り
ま
し
た
。

機
会
も
そ
れ
ほ
ど
は
増
え
ず
、
県
内
に

産
業
構
成
比
て
み
る
と
、
第
一
次
お
け
る
当
町
の
第

一
次
産
業
就
業
人

｀
産
業
は
五
一
％
、
第
二
次
産
業
は
二

口
率
は
十

一
番
目
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。

能

％

不
ー
類

〇

分

22.0% 

26.6% 
第 3次産業

0.2% 

100(%) 

産業別就業者数の推移 （毎年国勢調査10月1日による）

区 年 度 昭和25年 昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年
総 人 ロ 10,264人 7,319人 6,446人 5,443人 4,588人 4 I 190人 3,972人 3,645人

分 就業者数 (15歳以上） 5,459 3,624 3,165 2,696 2,573 2,314 2,176 2,069 

第 農 業 4,585 2,431 1,872 1, 661 1,658 1,363 1, 110 1,031 
林 業 115 311 456 171 65 16 34 16 

貸業 漁 業

゜
4 3 2 

゜゜
1 

゜I」¥ 計 4,700 2,746 2,331 1,834 1,723 1,379 1,145 1,047 

第 鉱 業 1 2 16 4 8 1 3 1 

建 設 業 136 222 162 262 220 300 322 310 

貸業 製 造 業 142 139 67 70 109 125 133 157 
/」¥ 計 279 363 245 336 337 426 458 468 
電気・ガス ・熱供給•水道業

92 85 
29 27 23 12 15 17 

運輸 ・ 通信業 49 55 68 56 59 46 
第
卸売 ・小売業 ・飲食店 133 177 210 146 142 160 164 147 ＝ 
金融・保険業 6 8 3 2 

久、h

不 動 産 業
2 19 17 11 

゜゜゜゜産
サー ビス業 199 188 222 204 201 210 263 267 

業
公 務 50 46 62 83 70 63 69 72 
I」¥ 計 476 515 589 526 510 509 573 551 

分類不能の産業 4 

゜゜゜
3 

゜゜
3 

（
か
f

次
の
内
容
幻

い

中

で

す

。

友

人
、
知
人
な
ど
か
ら
問
い
合
せ
が
あ
れ

ー

ば
知
ら
せ
て
あ
げ
て
お
誘
い
下
さ
い
。

▽
期
間

9
月
認
日

1
1
0
月
19
日
⑪

ー

▽
場
所
北
本
栗
園
、
松
本
栗
園
、

亀
井
栗
園
、
吉
藤
栗
園
、
還
梵
熟

園、
い
冒
魯

ェ
c
/
[
-

▽

入

料

二

0
0円
（
栗
の
希
望

者
に
は
時
価
で
即
売
）

▽
コ
ー

ス
（
十
五
人
以
上
の
団
体
）

A
コ
ー
ス
（
一
人
二
、

0
0
0円）

栗
ひ
ろ
い
・
栗
め
し
・
温
泉
／

い
も
た
き

B
コ
ー
ス
（
一
人
一
、
五

0
0円）

栗
ひ
ろ
い
・
栗
め
し
・
温
泉
・

遊
覧
船

C
コ
ー
ス
（
一
人
一
、
二

0
0
円）

栗
ひ
ろ
い
・
栗
め
し
・
温
泉
・

歴
史
民
俗
資
料
館
見
学

D
コ
ー

ス
（
一
人
一

‘
1
0
0円）

栗
ひ
ろ
い
・
栗
め
し
・
温
泉

▽
問
い
合
せ
、
申
込
み
先

ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー

（
栗
ひ
ろ
い
友
の
会
）

m
0
八
九
三
ー
三
四
ー
ニ
ニ
四
四
番

観
光
栗
ひ
ろ
い
案
内

r-,,-.、A鼻`’‘
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利
賀
村
は
、
人
ロ
一
、
二
七
六
人

面
積
一
七
六
届
で
、
平
均
標
高
五
〇

0
m、
冬
は
雪
に
埋
れ
る
。

現
在
、
武
蔵
野
市
（
東
京
都
）
と

姉
妹
都
市
協
定
を
結
び
、
相
互
に
交

流
を
重
ね
て
い
る
。

交
流
は
、
町
、
議
会
、
各
種
団
体

学
校
児
童
生
徒
及
び
一
般
住
民
ま
で

幅
広
く
行
っ
て
お
り
、
毎
年
七
月
に

武
蔵
野
市
か
ら
、
十
一
月
に
は
利
賀

村
か
ら
定
期
的
に
相
互
訪
問
を
行
っ

て
い
る
。

村
で
は
、
同
市
の
学
童
と
一
般
市

民
の
た
め
に
農
園
や
花
壇
用
と
し
て

村
有
地
三
三
ア
ー
ル
を
無
償
提
供
し

訪
れ
た
市
民
が
直
接
耕
起
、
植
付
け

一都市と農村の交流先進事例ー・

姉妹都市で活性化
富 山県利賀村

ま
た
、
市
民
は
毎
年
「
利
賀
村
へ

の
旅
」
と
し
て
七

0
数
名
が
訪
れ
、

村
民
と
の
触
れ
あ
い
に
よ
り
新
鮮
な

川
魚
、
野
菜
、
山
菜
な
ど
を
味
わ
う

と
と
も
に
民
謡
、
民
話
な
ど
伝
統
文

化
を
提
供
し
、
第
二
の
ふ
る
さ
と
の

風
情
と
山
村
生
活
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
る
。

一
方
、
同
村
か
ら
も

毎
年
三

0
数
名
が
武
蔵
野
市
を
訪
れ

都
市
文
化
を
山
村
の
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
よ
う
と
、
都
会
生
活
の
感
覚

と
親
近
感
を
深
め
て
い
る
。

都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ
り
、
豊

か
な
自
然
環
境
の
重
要
性
と
山
村
の

良
さ
の
認
識
が
高
ま
り
、
市
と
村
の

文
化
交
流
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
に
よ

り
心
の
触
れ
あ
い
が
一
層
深
め
ら
れ

る
と
と
も
に
産
品
の
販
売
が
拡
大
す

る
な
ど
村
の
産
業
に
活
気
が
出
て
き

て
い
る
。

な
ど
を
体
験
で
ぎ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

人間愛・自然愛 ・郷土愛

: 9宕五墨予哀言［示 、!!I!!>:'ll 翌：す。芸ぎ品謳翌主
ぃーと実定町す肱め人産す制 て求を新い逃物卜任今と要過 事疎行‘友会
ま緒と習めで °川 て達品が度当おか食鮮‘がのの民はだ性疎 業町わ都好員

を町りらべな自れ工街がそとか町 を村れ市都制
°考て入都 ---, にら第販こ行もまのた本然‘業‘‘れいら村 行で てと市度
えい農市定 しぇ二売れつ‘す交い物に休製人コ以え始＾ つ あお農‘‘
てま家と住 なるのだかて特゜流との触養品の ン 上まま農 てれり村ふ農
いす等の促 けよふけらお別 がい食れを化波クにす つ村 おば‘のる業
た °に交進 れうるではり町 増うべたしか‘リ都がた-' り皆当交さ体
だ 助流対 ばなさな特ま民 え欲物いたら食 1 市‘この ま何町流と験

次
の
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
発
送

は
十
月
で
す
。

内
容
は
、

赤松栗園を視察

け
等
で
す
。

肱
川
町
の
美
味
し
い
”
秋
の
味
“

を
お
届
け
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す。
都
会
の
親
せ
き
、
友
人
等
で
未
加

入
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
紹
介
下

さ
い
。
目
標
は
一
、

0
0
0人
で
す
。
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三
間
町
の
赤
松
栗
園

反
収
七

0
0キ
ロ

岩
谷
地
区
農
家
が
視
察

産
農
家
の
婦
人
七
名
が
参
加
し
、
赤

松
さ
ん
の
説
朗
を
メ
モ
し
た
り
、
栽

培
管
理
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
熱
心

に
研
修
さ
れ
て
い
る
の
が
特
に
目
を

ひ
き
ま
し
た
。

く
り
・
新
米
・
し
い
た

岩
谷
地
区
の
営
農
林
推
進
会
議
と
、

栗
同
志
会
で
は
、
近
年
、
主
幹
作
物

で
あ
る
栗
の
品
質
や
収
量
が
低
下
し

て
お
り
、
間
縮
伐
の
徹
底
や
、
大
玉

果
生
産
な
ど
に
よ
る
経
営
改
善
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
技
術
を
身

に
つ
け
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど
、
優
秀

な
栗
園
を
経
営
さ
れ
て
い
る

北
宇
和
郡
三
間
町
の
赤
松
栗

園
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
栗
園
は
、
昭
和
六
十

年
に
農
林
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
、
樹
齢
二
十
年
を
越
す
栗

で
、
毎
年
反
収
五
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
を
下
ら
ず
、
七
百
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
記
録
を
残
し
て
お

り
、
諸
経
費
を
除
い
て
男
女

合
せ
一
人
役
が
一
万
三
千
円

以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
約

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
栗
園
は
、

老
木
で
も
若
木
と
同
じ
よ
う

な
大
玉
の
実
が
、
見
事
に
着

果
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
研

修
に
は
二
十
五
名
中
、
栗
生

た
だ
今
三
百
三
十
一
名
T

9特
別
町
民
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゜普
通
、
保
険
証
と
い
い
ま
す
が
、

一
人
ひ
と
り
が
被
保
険
者
で
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
一
人
一
枚
の
保
険
証
が

交
付
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
国
保
に

は
世
帯
ご
と
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
一
世
帯
に
一
枚
の
被
保
険

者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
じ
、
出
か
せ
ぎ
や
長
期
の
旅

◎ 
国
民
健
康
保
険
（
略
し
て
国
保
と

い
い
ま
す
）
の
事
業
を
運
営
し
て
い

る
の
は
、
わ
た
し
達
が
住
ん
で
い
る

町
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
（
略
し
て
国
保

税
と
い
：
ま
す
）
を
払
っ
て
国
保
に

加
入
す
る
人
を
被
保
険
者
と
い
い
ま

す
。
国
保
で
は
世
帯
主
で
あ
ろ
う
と

家
族
で
あ
ろ
う
と
一
人
ひ
と
り
が
被

保
険
者
で
す
。

そ
し
て
被
保
険
者
は
国
保
税
を
納

め
る
義
務
を
負
い
、
こ
の
国
保
税
が

わ
た
し
た
ち
の
国
保
事
業
運
営
の
基

本
と
な
り
ま
す
。

職
場
の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
・

共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
る

人
や
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以

外
は
み
ん
な
国
保
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（表 1) こんな時は届出を

こ んな と き 持参するもの

国 他と市き町村から転入して来た 印かん，転出証明書
保
にこ 他の健康保険をやめたとき 印かん，健保の離脱証明書
入
生と活き保護を受けなくなった 書印かん，保護廃止決定通知る
と

き 子どもが生まれたとき 印かん，保険証，母子手帳， 他市町村へ転出したとき 印かん，保険証他きの健康保険に加入したと 印かん，国保と健保の保険
証

め 生た活と保き護を受けることになっ 印かん知，書保険証，保護開始

i 決定通

死亡したとき 書印かん，保険証，死亡証明

退と職き者医療制度に該当した 印かん，年金証書，保険証
そ
退く職な者っ保た険と制ぎ度に該当しな 印かん，保険証

住所，変世帯主，氏き名続柄 印かん，保険証
などが ったと

の
れ保険て証使をなくく したり， よご 印かん，使えなくなった保
えな なったとき 険証，身分を証明するもの

修町学村のためす，子供とが他の市 書印かん，保険証，在学証明

他
に下宿るき

旅欲行などで個別の保険証が
しし、とき 印かん，保険証

世
帯
主
は
、
自
分
の
世
帯
の
中
で

被
保
険
者
の
資
格
に
異
動
が
あ
っ
た
時

た
と
え
ば
、
他
の
保
険
に
入
っ
た
時

◎ 行
、
あ
る
い
は
修
学
の
た
め
、
他
の

市
町
村
に
住
む
と
い
う
よ
う
な
時
は

一
世
帯
に
一
枚
の
保
険
証
で
は
間
に

合
い
ま
せ
ん
、
こ
う
い
う
場
合
、
そ

の
被
保
険
者
の
た
め
に
特
別
に
も
う

一
枚
の
保
険
証
の
交
付
を
う
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
役
場
の
国
保
係
に

相
談
し
て
下
さ
い
。

資
格
と
届
出

国
保
の
仕
組
（
保
険
証
・
届
出
）

他
の
保
険
を
や
め
た
時
、
他
市
町
へ

転
出
し
た
時
、
あ
る
い
は
転
入
し
た

時
、
子
ど
も
が
生
れ
た
時
、
加
入
者

が
死
亡
し
た
時
な
ど
は
、
十
四
日
以

内
に
役
場
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

加
入
者
の
異
動
は
世
帯
主
の
届
出

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
わ
か
る
も
の
で

す
、
し
た
が
っ
て
届
出
が
お
く
れ
る

と
い
ろ
い
ろ
な
面
で
困
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
世
帯
主
は
加
入
、
脱
退
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
届
け
を
し
た
り
、
保

険
税
や
医
療
費
の
一
部
を
支
払
っ
た

り
請
求
し
た
り
す
る
責
任
が
あ
る
わ

け
で
す
。
（
届
出
の
参
考
表
ー
）

加
入
保
険
の
異
動
手
続
き
を

”う

る
さ
い
か
ら
“
と
い
う
人
が
あ
り
ま

す
が
、
資
格
の
届
出
は
被
保
険
者
本

人
の
た
め
と
考
え
た
い
も
の
で
す
。

※
来
月
号
で
は
国
保
の
仕
組
の

中
で
給
付
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▽ ▽ ▽ ▽設政電可すにで
に種の業開書よる身相 電 時 期し書話のるちは日
っ-作許発類び書近談 話 間 間ま士に手書な‘本
い行成可‘へ事類な内
て政‘、車

す ーよ 続類ん十行

苓手国告塁
農実や官容 IO 4午 510 °ーるきので月政
地証‘公 一八時前日月 一無等作‘一書

ぇ`続籍諒明転明権署日四九 9 1 0料に成役日士
ま等帰 、用に利に常四九 時 日 番相つや所の会
すの化告風‘関義提生四 I ← 談い‘へ法連
°疑等発俗土す務出活番四 午 10 を‘て許提の合
問各状営地るおす i→ 六 後 月 開行 ‘認出日会

0J3嘩幻心しヽ⑱

冒］冒tltlt}；：]］臼で？：59けとよ コ んもにお父さん ま歳ち゜と なのわの;入お父さん 生歳ん
て‘く 抱 のしな由幸さん(31歳）れ 1ゃ 育 し、 ま2
ほし見 き 真まり

っ てん影 つ武夫さん(33歳）れケ

しなて つ 似す、お母さん 下月ん て しと、ま、門り ：｝お母さん 邑
いや触 い ば゜おみち子さん(33歳）敷-

水
ほ よわ坊多 た和江さん(25歳）町

とかれてかが姉 しくりやいの

ぃ-•こ——_~c泣

ぃ— 、
」巴

電
話
で
無
料
相
談

行
政
書
士

「
―

1
0番
」

森
田
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大師堂前で鉦、太鼓による念仏

中
津
峰
ケ
峠
で

お
大
師
さ
ま
の
念
仏
供
養

八
月
二
十
六
日
、
中
津
峰
ケ
峠
大

師
堂
で
お
大
師
さ
ま
の
ご
供
養
と
祈

願
祭
が
、
中
津
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長

官
田
静
会
員
二
十
一
人
）
主
催
で
、

参
列
者
約
一

0
0名
の
も
と
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
、
黄
、
白
な
ど
の
祈
願
の
ぼ
り

九
十
本
の
は
た
め
く
中
、
午
前
十
時

半
か
ら
、
長
命
寺
清
水
住
職
の
読
経

で
始
ま
り
、
予
子
林
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
御
詠
歌
、
河
辺
村
植
松
、
上
嵯
峨
谷

か
ら
の
鉦
、
太
鼓
に
よ
る
念
仏
供
養

散
餅
、
お
接
待
と
日
程
に
そ
い
執
行

さ
れ
ま
し
た
。
念
仏
は
あ
い
に
く
の

小
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
五
台
の
太

鼓
、
七
つ
の
鉦
で
、
、
イ
ド
ウ
ラ
、

モ
ウ
リ
ョ
ウ
‘
A
y麟
、
醤
～
と
厳
粛

に
行
わ
れ
、
参
拝
者
一
同
し
ば
し
、

雑
念
を
忘
れ
心
の
澄
み
き
っ
た
境
地

に
ひ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
大
師
堂
境
内
に
は
五
体
の
石

仏
、
天
保
八
年
の
こ
ん
び
ら
へ
の
道

標
な
ど
、
か
つ
て
の
往
還
交
通
の
盛

時
を
物
語
る
史
跡
が
あ
り
、
弘
法
大

師
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
お
堂
近
く
の
井
戸
の
水
も
供
え

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
峰
ケ
峠
お
大
師

さ
ま
は
、
戦
前
、
近
郷

の
人
た
ち
か
ら
親
し
ま

れ
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
時
代
の
推
移
に

伴
い
、
し
だ
い
に
手
を

合
わ
せ
て
拝
む
人
の
姿

も
う
す
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
中
津
老
人
ク
ラ

ブ
が
中
心
に
な
っ
て
昔

の
姿
を
復
活
さ
せ
よ
う

と
昨
年
か
ら
始
め
た
も

の
で
す
。
な
お
今
年
か

ら
は
毎
築
＼
間
町
[
ピ
／

月
二
十
一
日
を
大
祭
日

）

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

私
も
国
土
防
衛
の
一
員
と
し
て
日

夜
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
す
で
に
ニ
ュ
ー
ス
等
で
御

存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
七
月
二

十
三
日
十
一
時
五
十
三
分
頃
読
売
新

聞
社
機

(
M
U
I
三
0
0
)
が
佐
渡

ケ
島
の
自
衛
隊
の
近
く
に
激
突
致
し

ま
し
た
。

私
も
自
衛
隊
生
活
十
九
年
目
に
し

て
初
め
て
の
災
害
派
遺
（
遭
難
者
救

助
）
に
出
動
、
貴
重
な
体
験
を
致
し
ま

し
た
の
で
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
報

告
致
し
た
い
と
思
い
筆
を
取
り
ま
し

'

J

 

0
 

t
 
七
月
二
十
三
日
小
雨
、
雲
は
低
く
垂

れ
込
め
て
い
た
。

私
は
前
日
か
ら
水
泳
訓
練
（
一
泊

二
日
）
に
参
加
中
で
あ
り
こ
の

ニ
ュ
ー

ス
を
知
っ
た
の
は
帰
隊
準
備
を
し
て

い
た
時
で
し
た
。

直
ち
に
帰
隊
す
る
の
で
全
員
集
合

の
命
令
が
下
り
、
詳
細
が
指
揮
官
か

ら
伝
達
が
有
り
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ

た
と
思
い
つ
つ
現
地
を
出
発
帰
隊
し

た。
部
隊
で
は
災
害
派
遣
準
備
中
で
あ

り
、
い
つ
で
も
出
動
出
来
る
態
勢
で

ス
タ
ン
バ
イ
（
待
機
）
せ
よ
、
と
指

示
受
け
る
。
（
こ
の
時
点
で
は
ど
こ
に

墜
落
し
て
い
る
の
か
不
明
）

十
六
時

0
0

山
に
墜
落
し
て
い
る
可
能
性
も
あ

森
岡
さ
ん
か
ら
次
の
便
り
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

説売社機遭難の

捜索に参加して

森岡道徳

る
の
で
第
一
次
捜
索
隊
四

0
名
出
動
海

抜
一

0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
林
道
（
視
界

三
0
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
に
上
・
下
五

0
メ
ー
ト
ル
の
幅
で
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
捜
索
し
た
が
発
見
出
来
ず
日
没
の
為

中
止
。

二
十
一
時

0
0

明
朝
三
時
三
十
分
ま
で
に
登
庁
完
了

の
命
令
を
受
け
帰
宅

七
月
二
十
四
日

四
時

0
0
第
一
次
捜
索
隊
（
自
衛
隊

新
潟
県
警
・
消
防
団
計
四

0
0名
）
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
か
ら
捜
索
開
始
、
い

ず
れ
も
発
見
出
来
ず
。

六
時

0
0
第
二
次
捜
索
隊
十
六
名
出

動
（
私
は
第
二
分
隊
員
と
し
て
参
加
）

六
時
二
十
五
分
現
場
（
海
抜
九
五
〇

メ
ー
ト
ル
、
視
界
四

0
メ
ー
ト
ル
、
冬

は
積
雪
七
＼
八
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
所
）

に
到
着
、
下
車
後
左
・
右
に
分
れ
て
（
八

名
ず
つ
）
捜
索
開
始
。

左
（
二
分
隊
）
に
約
三
十
メ
ー
ト
ル
歩

い
た
時
上
昇
気
流
に
乗
り
異
様
な
匂
い

が
し
て
来
た
為
一
同
の
者
が
顔
を
見
合

せ

「お
か
し
い
な
燃
料
の
燃
え
残
り
の

様
な
匂
い
が
す
る
ぞ
、
こ
こ
か
も
知
れ

な
い

」
と
話
し
合
い
直
ち
に
下
山
（
急

斜
面
三

0
度
＼
四

0
度
）
を
開
始
、
道

路
か
ら
約
四
十
メ
ー
ト
ル
下
の
所
で
燃

え
残
っ
た
書
類
・
肉
片
・
破
片
・
救
命

胴
衣
等
を
発
見
、
現
場
は
こ
こ
で
あ
る

と
断
定
し
た
。
分
隊
長
は
直
ち
に
事

故
対
策
本
部
に
報
告
す
る
と
共
に

「生

存
者
の
発
見
に
全
力
を
尽
く
せ
」
と
命

じ
懸
命
に
捜
索
を
実
施
し
た
が

「第
一

の
遺
体
発
見
•
第
二
の
遺
体
発
見」
の

報
告
の
み
で
あ
り
残
念
な
結
果
に
終
っ

て
し
ま
っ
た
。
（
遺
体
は
手
首
・
足
首
・

胴
体
等
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
見
る
に
無
残

な
姿
で
あ
っ
た
。
航
空
機
事
故
の
恐
ろ

し
さ
を
改
め
て
見
せ
付
け
ら
れ
た
。
）

尚
機
体
は
飛
行
高
度
九

0
0
メ
ー
ト

ル
、
そ
の
ま
ま
水
平
に
激
突
し
て
お
り
、

あ
と
五

0
メ
ー
ト
ル
高
け
れ
ば
道
路
を

掠
め
る
よ
う
に
し
て
新
潟
の
方
向
へ
飛

行
出
来
た
こ
と
を
思
う
と
事
前
に
山
の

高
さ
等
を
認
識
し
て
い
れ
ば
今
回
の
事

故
は
起
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

六
時
五

0
分
増
援
部
隊
続
々
到
着
、

第
一
発
見
者
で
あ
る
私
た
ち
は
後
を
申

し
送
り
帰
隊
せ
よ
の
命
令
を
受
け

「早

く
こ
の
場
所
に
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
る

こ
と
を
心
に
願
い
つ
つ
」
帰
隊
し
た
。

帰
隊
後
直
ち
に
塩
で
身
を
清
め
入
浴
、

次
の
命
令
ま
で
ス
タ
ン
バ
イ
し
た
。

新
潟
佐
渡
分
屯
基
地
所
属
二
等
空
曹
一

｀
水
出
身



（ワ） ⑱疇

川下りする三瀬さん、町民プール前付近

固 団｝

還暦記念に

ボー

g 

トで肱川Fりの冒険
大和の三瀬さん

大
和
の
三
瀬
喜
盛
さ
ん
が
還
歴
（

六
十
歳
）
記
念
に
、
九
月
三
日
、
ワ

ン
ボ
ー
ト
で
行
程
四
十
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
肱
川
下
り
に
挑
戦
し
九
時
間

0
二
分
か
か
っ
て
無
事
長
浜
へ
着
き

ま
し
た
。

オ
レ
ン
ジ
と
ブ
ル
ー
に
塗
装
し
た

長
さ
三
・
八

m‘

幅

0
・
八

m‘

フ

ロ
ー
ト
、
オ
ー
ル
装
備
の
ボ
ー
ト
に

お
茶
、
弁
当
、
ノ
コ
を
積
み
、
シ
ャ

ツ
、
ス
テ
テ
コ
、
ズ

ッ
ク
の
い
で
た

ち
で
午
前
十
時
に
鹿
野
川
ダ
ム
真
下

か
ら
出
発
、
肱
川
河
口
の
長
浜
開
閉

橋
下
に
午
後
七
時

0
二
分
に
到
着
し

ま
し
た
。

還
暦
で
も
若
者
に
ま
け
な
い
元
気

ぶ
り
を
証
明
し
た
三
瀬
さ
ん
は
、
こ

の
冒
険
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

「
予
想
に
反
し
て
川

の
水
量
が
少
な
く
、

中
野
小
前
の
よ
う
な

あ
ち
こ
ち
の
浅
瀬
に

さ
し
か
か
る
と
ボ
ー

ト
が
川
底
に
つ
か
え

て
、
な
か
な
か
進
ま

ず
ほ
ね
が
お
れ
た
。

最
も
苦
労
し
た
の
は

大
洲
城
山
下
の
堰
で
、

こ
こ
で
は
ボ
ー
ト
を

河
原
に
引
き
上
げ
、
約

五
十
メ
ー
ト
ル
を
せ

ぐ

っ
て
通
過
し
た
。

途
中
オ
ー
ル
が
急
流

の
深
み
に
と
ら
れ
て

大
き
く
傾
き
転
覆
寸

前
の
危
険
に
二
度
出

会
っ
た
。

白
滝
付
近
か
ら
満
潮
で
逆
流
に
な

り
進
行
が
む
ず
か
し
く
な
っ
た
。
瀬

も
沼
も
全
行
程
を
背
面
で
オ

ー
ル
を

漕
い
で
下
っ
た
が
、
無
事
念
願
が
果

せ
て
満
足
で
す
。
と
く
に
到
着
確
認

の
た
め
待
機
し
て
も
ら
っ
た
長
浜
町

教
委
の
中
田
主
事
さ
ん
の
協
力
に
感

謝
し
ま
す
。
」許

可
が
必
要
で
す

都
市
計
画
区
域
内
で
開
発
行
為
を

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
都
市
計
画

法
に
よ
っ
て
、
知
事
や
市
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。
開
発
行
為
と
は
、
建

築
物
や
工
作
物
の
建
設
を
目
的
で
行

う
土
地
の
区
画
形
質
の
変
更
、
い
わ

ゆ
る
土
地
造
成
を
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
が
、
許
可
の
必
要
な
も
の
は
次

の
も
の
で
す
。

・
市
街
化
区
域
内
で
は
一
、

0
0
0

,m
以
上
の
開
発
行
為

・
市
街
化
調
整
区
域
内
で
は
、
農
業

林
業
・
漁
業
者
の
住
宅
及
び
こ
れ
ら

の
業
の
た
め
の
建
築
物
等
以
外
で
一

定
用
途
の
目
的
に
供
す
る
開
発
行
為

•
前
記
以
外
の
都
市
区
域
内
で
は
三
、

0
0
0
,
m
以
上
の
開
発
行
為

▽
都
市
計
画
区
域
内
で
行
う
建
築
物

や
工
作
物
の
建
設
及
び
開
発
行
為
を

す
る
場
合
に
は
種
々
の
制
約
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
県
庁
都
市
計
画

課
又
は
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
地
方

開
発
行
為
に
は

▽

身

分

▽

給

与
初
任
給

▽
応
募
資
格

十
八
歳
以
上
二
十
五

歳
未
満

特
別
職
国
家
公
務
員

陸
•
海
・
空
自
衛
官
を

募
集
中
で
す

局
建
設
部
・
土
木
事
務
所
か
役
場
建

設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

開
発
許
可
を
受
け
ず
に
開
発
行
為
を

行
っ
た
者
は
、
懲
役
又
は
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。

去
る
八
月
二
十
七
日
、
県
民
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た
構
造
政
策
推
進

愛
媛
県
下
農
業
委
員
代
表
者
集
会
に

お
い
て
、
町
農
業
委
員
の
北
本
登
さ

ん
と
森
繁
夫
さ
ん
が
、
永
年
勤
続
者

と
し
て
県
農
業
会
議
会
長
表
彰
を
う

け
ら
れ
ま
し
た
。

両
氏
は
昭
和
五
十
年
か
ら
十
一
年

間
、
当
町
の
農
業
委
員
と
し
て
農
業

委
員
会
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

月
額
十
万
七
千
四
百

円

期
末
・
勤
勉
手
当
年
三
回
合

計
四
・
九
ヶ
月
そ
の
他
各
種

北
本
・
森
両
委
員

県
農
業
会
議

会
長
表
彰

最低賃金改正のお知らせ

•愛媛労働基準局では、県内で働くすべての
労働者に適用される「愛媛県最低賃金」を決
定し10月1日から実施することとしました。

•この決定により10月 1 日以降は、従業員に
支払う賃金は、 1日3,310円 (1時間414円）
以上としなければなりません。

・詳細については、愛媛労働基準局賃金課
（含0899-25-2101)へお問い合せ下さい。 竺

手
当
が
職
種
や
勤
務
条
件
等
に

よ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
衣
・
食
・
住
食
事
、
宿
舎
費
無
料

そ
の
他
被
服
等
も
無
料
で
支
給

又
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

▽
特
別
退
職
手
当

任
期
制
隊
員
に
支
給
さ
れ
ま
す

二
年
任
用
満
了

(
1
0
0
日
分
）

三
年
任
用
満
了
(
-
五

0
日
分
）

継
続
任
用
（
各
二
年
経
過
毎
）

二

0
0
日

1
七
五
日
分

く
わ
し
い
こ
と
は
役
場
総
務
課
、

ま
た
は
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
大
洲

募
集
事
務
所
（
旧
二
四
ー
四

―
二
三
）

ヘ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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各 支 部 出 荷 目 標

支 部 本年度目標 前年度実績 酎 t;

鹿野川 39,931 28,320 141. 0% 

小 薮 42,849 29,680 144.0% 

中 野 11,697 8,296 141. 0% 

大和肱栄 73,257 51,955 141.0% 

岩 谷 36,685 25,592 143.0% 

中 津 12,753 9,045 141.0% 

宇和川 118,344 83,932 141. 0% 

大 谷 94,780 67,220 141. 0% 

予子林 69,704 49,408 142.0% 

合 計 500,000 353,448 141. 46 

ク
リ
出
前
始
ま
る

肱
川
農
協
で
は
、
本
年
度
出
荷
計

画
五
百

t
を
目
標
に
八
月
二
十
七
日

よ
り
ク
リ
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
栗
は
、
カ
ツ
ラ
マ
ル
カ

イ
ガ
ラ
の
被
害
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、

•

ク
リ
タ
マ
バ
チ
の
発
生
は
少
な
く
、

成
育
状
況
は
、
芽
立
ち
、
着
花
、
着

毬
と
も
順
調
で
、
平
年
並
の
生
産
出

荷
量
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

流
通
面
で
は
、
輸
入
ム
キ
栗
の
関

税
率
の
引
下
げ
、
円
高
の
定
着
、
甘

露
製
品
の
製
造
、
在
庫
増
に
よ
り
加

工
原
料
へ
の
需
要
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
市
場
出
荷
の
割
合
は
ま

す
ま
す
高
く
な
り
、
高
品
質
少
量
買

の
需
要
環
境
下
で
は
、
量
か
ら
質
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
肱
川
栗
の
存
亡
は
、
高
品

質
、
大
玉
果
の
生
産
に
か
か
っ
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
毎
日
収
穫
・

庭
先
選
別
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
品
質
・

鮮
度
の
保
持
、
病
虫
害
果
の
混
入
の

な
い
健
全
果
の
出
荷
を
お
願
い
し
ま

す。
な
お
、
各
支
部
の
出
荷
打
合
会
も

終
わ
り
、
各
支
部
の
出
荷
目
標
が
次

表
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

r ----------------------------------------------------------------------， 
◎販売方針

1. 販売は、経済連一元集荷委託販売とする。

2. 加工栗価格決定方法は経済連建値先決方式とし、

前パッカー及び産地農協代表により協議決定する。

り階級別値）

3. 経済連手数料は市販加工共に売上金の 1%

市販向については、市場全農手数料より奨励金差引6.5%

4 農協手数料は売上金額～諸経費差引 4%

◎取扱要領

1. 建値基準は L上〔 10 0〕とする。但し二L級以上の栗につい

ては lO 0点以上に受け入れ、ケンド下の小栗については 60点

以下とする。

2. 出荷申込制度を採用し出荷計画の合理化を図る。

3. 持込扱は本所選果場ーカ所とする。持込集荷の区別は出荷伝に

より〇で囲む。 （持込料K当り 2円）

4. 前渡金は予約申込k当り 15 0円を貯金口座に振込み残額は最

終精算とする。

5. 評価委員松本

◎庭先選別の徹底

1. 落ちた栗は早く拾う。雨降りに拾ったものは乾かして出荷する。

2. 夕方拾った栗はひろげて置き、出荷時に袋に入れる。

3. 袋にはコ ー ド番号、氏名を大きくはっきりと袋半分下の方へ横

書きとする。
---------------------------------------------------------------------.J 

金次郎氏 販売担当職員

経済連は決定

（五十七年よ

昭和 60年肱川農協実績

階 級 3 L 2 L L M s 

屈当りの単価 463円 393円 328円 234円 139円

Mを100とした％ 198% 168% 140% 100% 59% 

発生 比 率 21. 5 35.6 27.9 8.9 3.0 

左
の
表
は
、
昭
和
六

0
年
度
の
階

級
別
の
単
価

の
比
較
で
す
。

見
て
の
通
り、

M
級
と

3
L
級
を

比
較
す
る
と
、

3
L
級

1
認
と

M
2

柊
が
同
じ
。
栗
の
個
数
で
見
れ
ば

3

L
1
個
と
M
5ー

6
個
が
同
じ
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
左
表
は
市
場
の
売

上
げ
の
比
較
で
す
の
で
、
生
産
者
払

い
で
は
、
も
．
っ
と
差
が
出
ま
す
。

所
得
を
高
め
る

大
玉
生
産
を
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小田町森林組合 新工場（木造）

久万町森林組合製材工場

も
う
御
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
小

｀
田
町
森
林
組
合
で
は
間
伐
材
を
利
用

ア
ゼ
ク
ラ

し
た
校
倉
風
の
小
屋
を
販
売
し
て
お

り
ま
す
。
な
か
な
か
好
評
な
の
で
、

今
年
事
業
費
五
、
三

0
0万
円
を
も
っ

て
直
営
工
場
を
新
設
し
、
生
産
す
る

こ
と
で
町
内
の
木
材
の
よ
り
一
層
の

利
用
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

．
校
倉
以
外
に
も
今
、
流
行
し
て
い

る
丸
太
小
屋
の
生
産
等
も
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
問
題
は
、

一
、
小
田
町
森
林
組
合
の
新
工
場

森
林
組
合
役
員
研
修
会

今
年
の
役
員
研
修
会
を
、
八
月
一
販
売
先
の
確
保
で
あ
り
ま
す
。

日
・
ニ
日
と
上
浮
穴
郡
及
び
松
山
市

で
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子

を
簡
単
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い

今
年
は
特
に
間
伐
と
、
そ
の
製
材

流
通
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
て
研
修
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

二
、
久
万
町
森
林
組
合
の
製
材
工
場

久
万
町
森
林
組
合
で
は
、
昭
和
五

十
五
年
頃
よ
り
約
三
億
円
の
事
業
費

を
も
っ
て
製
材
工
場
を
設
置
し
、
運

営
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
一

番
の
問
題
点
は
販
売
先
を
確
保
す
る

こ
と
で
す
。

久
万
町
で
は

「久
万
材
製
材
業
流

通
懇
話
会
」
を
設
置
し
て
、
「
久
万

材
」
の
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
を
目
指
し

て
お
り
、
東
京
へ
も
月
に
一
五

0
面

を
出
荷
す
る
こ
と
で
、
「
信
用
」
を

得
る
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
森
林
組
合
で
は
製
品
販
売
担

当
者
が
三
名
あ
り
、
県
外
へ
は
一
名

が
出
張
し
て
売
込
み
を
し
て
お
り
ま

す
。
出
荷
先
は
県
内
を
始
め
四
割
程

度
は
中
国
地
方
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

耐震キ刀バグス工業株式会社

構架材加工ライン工場 柱加工ライン工場

流
通
セ

ン
タ
ー
で
は
、
製
材
品
を

揃
え
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。
不
思

三
、
耐
震
工
場
闊
の
製
材
工
場

耐
震
工
業
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
利
用
し
て
設
計
か
ら
製
材
品
を
。
フ

レ
カ
ッ
ト
エ
法
（
継
手
加
工
を
し
て

お
く
こ
と
）
に
よ
っ
て
柱
材
へ
加
工

す
る
ま
で
を
行
な
っ
て
お
り
、
日
本

で
も
最
先
端
を
行
く
工
場
で
す
。

こ
こ
で
は
、
住
宅
一
戸
当
り
設
計
・

積
算
に
五
時
間
、
柱
材
の
加
工
は
三

時
間
で
仕
上
が
る
そ
う
で
す
。

又
、
こ
う
し
た
技
術
に
よ
っ
て
、

コ
ス
ト
の
低
減
が
期
待
で
き
て
お
り

ま
す
。

四
、
県
森
連
木
材
流
通
セ
ン
タ
ー

議
な
こ
と
に
、
県
外
の
有
名
林
業
地

の
製
材
品
も
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

実
は
県
産
材
を
売
る
た
め
の
客
寄

せ
だ
そ
う
で
す
が
、
流
通
機
構
の
複

雑
な
一
面
が
伺
え
ま
す
。

五
、
坂
本
森
林
組
合
の
集
団
間
伐

山
行
苗
木
注
文

山
行
苗
木
の
注
文
の
取
り
ま
と
め

を
今
月
の
常
会
で
行
な
い
ま
す
。
造

林
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
注
文

用
紙
に
て
、
十
月
十
五
日
ま
で
に
御

申
込
み
下
さ
い
。

苗
木
を
注
文
さ
れ
る
方
の
注
意
事
項

i
:りヽ
1

:

i

坂
本
森
林
組
合
は
、
組
合
員
数
三

四
五
名
・
山
林
面
積
二
‘
―
二
七

と
比
較
的
小
さ
な
組
合
で
す
。

こ
こ
で
は
補
助
事
業
を
利
用
し
て

集
団
的
除
伐
及
び
問
伐
を
実
施
し
て

お
り
、
除
間
伐
率
は
三
割
前
後
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
間
伐
材
は
皮
は

ぎ
の
乾
燥
材
と
し
て
出
し
て
お
り
ま

す。
収
支
で
す
が
、
昨
年
度
に
搬
出
し

た
間
伐
団
地
の
例
で
は
、

18
林
分
中

赤
字
は

3
林
分
で
あ
り
、
補
助
金
を

含
め
る
と
ほ
と
ん
ど
が
黒
字
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

又
、
こ
こ
で
は
小
さ
な
製
材
設
備

が
あ
り
ま
す
。
経
営
は
き
び
し
い
よ

う
で
す
が
、
組
合
員
の
要
望
も
あ
り
、

ツ
イ
ン
ソ
ー
を
入
れ
る
等
、
今
後
と

も
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま

す。
最
後
に
、
今
回
の
研
修
先
で
は
、

林
業
不
況
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を

も
っ
て
生
き
残
る
た
め
に
一
生
懸
命

で
あ
り
ま
す
。
肱
川
町
も
、
模
倣
で

な
い
地
域
の
特
色
を
出
し
た
、
活
動

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

10a (1反）当り樹血と植唯覗

10a当り たて植付列 よこ植付列
耀寸ム忍し 問水平距離 問水平距離

300本 182cm (6尺） 182cm 

400本 158叩 (5尺2寸）158cm 

450本 149cm (5尺） 149cm 

500本 180cm (6尺） 115cm(3尺3寸）

141cm (4尺7寸）141cm 
ノ

600本 166cm (5尺5寸）100cm (3尺ざ寸）

.129cm (4尺3寸）129cm 

は
次
の
通
り
で
す
。

①
造
林
予
定
地
の
地
番
・
所
有
者

・

面
積
を
確
実
に
調
査
記
入
す
る
。

②
造
林
樹
種
を
決
め
る
。
（
適
地

適
木
を
基
本
と
す
る
）

③

生
産
目
標
を
定
め
る
。

0

優
良
材
か
一
般
材
か
。

0

柱
材
か
大
径
材
か
。

④

1
0
a

（
一
反
）

当
り
の
植
付
本

数
生
産
目
標
に
よ
っ
て
植
付
本
数

が
変
わ
る
。

一
優
良
材
生
産

ク
ヌ
ギ
造
林

l
o
a
当
り

600
本
程
度

1
0
a
当
り

350
本
程
度

1
0
a
当
り

400
本
程
度

植
付
本
数
と
列
間
距
離
は
次
の

表
の
通
り
で
す
の
で
参
考
に
し
て

必
要
な
苗
木
本
数
を
計
算
し
て
下

さ
い
。

⑤

伐

採

届
．
伐
採
許
可
等
の
申
請

の
出
て
な
い
林
分
へ
は
造
林
補
助

金
が
出
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
急
に
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

く
わ
し
く
は
森
林
組
合
へ
お
た
ず

ね

下

さ

い

。

林

改

金

本

二
一
般
材
生
産
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,------------------------------------------------------------i 
i 

l ----ーー 亘遭一―- --~ I ！ 

＇ 
！ 

i 椎茸市況． i 
i ―----•ー！
i 優良材生産は直材づくりから！ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I i i 
r ・-・・- -- : 

i 第 419回市昭和61年 8月27日 i肱川町森林組合乾椎茸相場表 I i 
i 肱川土場木材相場表！ 県森連市より （単位オ当り： 円） 1. 市売日…昭和61年 8月26日 ！ 
i 1． 販売数巌・・ 17 1ケース ; 183. 0kg i 

ス ギ ヒノキ 1．数呈内容及び平均単価
！ 

i 長さ未口径 マツその他
i チョクマガリチョクマガリ 区分 銘香信 ドンコ特用パレコーコその他 i 
t I I I cm下本 207本44本312本44 松パルプ 数振 (kg)I 866.9 

i 

I 3 4 m]言本［本：：本！〗本 1：三［I［；／:：三：2：。： I 
lxrn（二） 61 138 I -118cm上 64 材（松・杉・桧）

i 立疇 92 - 180 - 24cm上 71末口 3~ 6cm 中厚上 ー 特用大葉 3, 8 0 0 ! 
18cm上 50 - 120 - 30cm上 78 長さ 2m 中厚並 5, 1 0 0 大バレ 2, 4 7 0 ！ 

i 7cm下本 31本一本31本一 1 本71~ ! 
I I 2 ml 8 cm上 15 8 15 8 

厚 3, 6 3 0 特用中葉 3, 4 5 0 

i 16cm上 28 15 50 31 13cm上 31 松ハリ材 大ウス 4, 80 0 中バレ 2. 4 2 o i 
i 30cm上 57 - 110 - 30cm上 31 16cm~22cm 中ウス J:: - 2, 7 0 0 

訟 m（二） 68 3 m74円
特用小葉

i 6m既疇） 96 二塁 □ 4m89円 中ウス並 4. 1 0 0 小バレ 1, 8 9 3 i i特選声（二） 110 - 232 _ 5 m88円 小ウス 3, 1 0 0 変形大 3. 1 7 5 ! 
1年浣） 250 - 513 - 6 m80円 i 

i 足場 1m当り 25~150円 尺当り 8~ 50円ー等材
ジャミウス 2. 8 8 0 変形小 2, 9 6 2 i 

i ドンコ大 5, 82 0 色 落 1, 7 8 0 i □ - ドンコ中 4. 6 9 0 コーコ ー ！ __________________________________________________________ ;..._, 

自賠責も農協共済にこ加入に
なるとおトクです
自賠責の加入先は、修理工場やディーラーにまかせっきりで

はありませんか。損保も農協も取扱い内容は同じです。でし

たら、農協の自賠責共済にこ加入された方が何かと有利でお

トクです。

の
％4
 ． 

斉

7
 

、
i共

約

—
車
｀
｀
‘
ヵ

動

金

弓"＂"‘ 書
自

掛の
の

卜

゜
す

ッ

協

済

セ

農

共

ま

.tt
>

の

理

合

処
場

て
の

単

故

簡

゜

ィ

事

が

す

デ一
の

続

ま

り

一

手

な

ピス
万

求

に

〇
〗
〗

＠自動車共済と自賠責共済を

セットて‘‘ご加入になると自動車共済の掛金はこれだけ違います。

車種（自家用）
自賠賣共済にセット
加入していないと

小型乗用車 31,550円

軽四輪乗用車 16,400円

小型貨物自動車 30,200円

軽四輪貨物自動車 19,600円

➔➔➔➔ 
自賠賣共済にセット

割引額
加入すると

30,350円 1,200円

15,800円 600円

29,100円 1,100円

18,900円 700円

加入手続はカンタンです

お車の車検・買いかえ・新車購入のと

きには、事前に農協て自賠責共済に

ご加入、または條理工場・ディーラー

て「農協の自賠責共済」とお申しつけ

ください。くわしくは農協へお問い合わ

せください。
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ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
管
理

良
質
な
花
奮
を
収
穫
す
る
に
は
、

定
植
後
二
十
五
日
ぐ
ら
い
ま
で
に
外

葉
を
確
保
す
る
こ
と
が
栽
培
の
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。

従
っ
て
、
定
植
後
は
潅
水
に
よ
っ

て
土
壌
の
乾
燥
を
防
止
し
活
着
を
さ

せ
、
中
心
葉
を
早
く
立
ち
あ
が
ら
せ

生
き
生
き
し
た
外
葉
に
す
る
。

花
芽
分
化
期
（
定
植
後
二
十
五
日

程
度
）
ま
で
に
最
大
葉
の
葉
長
二
十

五

cm
、
葉
幅
十
八

cm
、
葉
数
十
二
枚

以
上
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

葉
が
茂
り
風
通
し
が
悪
る
く
な
る

と
ベ
ト
病
が
発
生
し
た
り
、
害
虫
の

喰
害
か
ら
軟
腐
病
や
黒
腐
れ
病
と
な

る。
台
風
や
管
理
作
業
に
よ
っ
て
葉
折

れ
を
す
る
と
葉
の
損
失
と
な
る
の
で

十
分
注
意
す
る
。

第
一
回
の
追
肥
は
、
定
植
後
二
十

日
頃
に

N

K
特
十
一
号
を
十

a
当
り

四
十
屈
を
株
元
か
ら
十
l
―
-+
c
m
の

と
こ
ろ
に
施
用
す
る
。

な
お
、
中
耕
と
同
時
に
葉
折
れ
な

ど
に
注
意
し
な
が
ら
土
寄
せ
を
す
る
。

ベ
ト
病
は
ダ
コ
ニ
ー
ル
水
和
剤
や

ビ
ス
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
の
六
百
培
液

を
七
ー
十
日
お
き
に
散
布
す
る
。

ア
ブ
ラ
‘ム
シ
、
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ

g 

ガ
ー
ヨ
ト
ウ
ム
シ
の
防
除
に
は
、
ラ

ン
ネ
ー
ト
水
和
剤
、
ト
ア
ロ

l
C
T

D
D
V
P
浮
剤
の
千
培
液
を
定
期
防

除
と
す
る
。

病
害
虫
防
除
は
早
期
防
除
で
な
い

と
効
果
が
落
ち
る
。

な
お
、
桑
圏
の
近
く
は
特
に
注
意

し
て
障
害
の
な
い
よ
う
に
す
る
。

水

稲

良
質
米
の
総
仕
上
げ

い
ま
ま
で
肥
培
管
理
を
し
て
、
さ
っ

か
く
稔
り
の
よ
い
稲
を
育
て
な
が
ら
、

仕
上
げ
の
管
理
を
誤
る
と
、
品
質
、

収
量
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
す
る
。

一
、
落
水
期

落
水
は
、
刈
取
り
作
業
や
後
作
を

す
る
場
合
は
早
い
方
が
良
く
、
登
熟

の
た
め
に
は
、
遅
く
ら
し
た
方
が
良

、。し
早
す
ぎ
る
と
青
米
や
死
米
が
多
く

な
り
、
胴
張
り
が
悪
く
な
る
。

品
質
、
土
壌
条
件
、
気
象
条
件
に

よ
り
異
る
が
、
お
よ
そ
出
稲
後
25
日

ー
30
日
く
ら
い
で
、
稲
に
色
が
つ
い

た
こ
ろ
が
、
落
水
の
時
期
で
す
。

二
、
刈
取
り
時
期

品
種
、
栽
培
法
、
気
象
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
が
、
出
穂
後
の
日
数
で

お
よ
そ
早
生
種
で
40
ー
45
日
、
中
生

種
で
45
ー
50
日
、
晩
生
種
で
45
ー
50

日
く
ら
い
で
す
。

こ
の
こ
ろ
の
穂
は
、
黄
金
色
に
な
っ

三
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
防
除

水
稲
が
成
熟
に
近
づ
く
に
し
た
が

い
、
風
通
し
が
悪
く
な
り
、
気
温
が

低
下
す
る
と
、
一
ケ
所
に
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
が
集
ま
り
、
水
稲
の
枯
れ

の
被
害
が
発
生
す
る
の
で
、
水
田
を

見
廻
り
、
早
期
発
見
、
早
期
防
除
に

努
め
る
。果

樹

の

管

理

栗九
月
に
は
い
る
と
、
早
生
種
か
ら

の
収
穫
が
本
確
的
に
な
り
ま
す
。
落

果
し
た
も
の
は
、
コ
ウ
ロ
ギ
、
カ
ラ

ス
等
に
食
害
さ
れ
た
り
、
乾
燥
し
て

品
質
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で

＜刈取適期の判断〉 て
お
り
、

一
穂
の
う
ち
で
も
、
淡
緑

色
の
粒
が
数
粒
残
っ
て
い
る
時
期
で

す。
早
刈
り
す
る
と
収
量
は
少
な
く
、

青
米
や
未
熟
米
が
多
く
な
り
品
質
が

低
下
す
る
。

遅
刈
り
に
な
る
と
胴
割
米
が
多
く

発
生
し
、
粒
色
が
悪
く
品
質
が
低
下

す
る
た
め
、
刈
取
り
適
期
を
判
定
し

て
、
刈
取
り
を
す
る
。

ゆ

ず
九
月
中
旬
に
、
秋
ダ
ニ
類
の
防
除

が
あ
り
ま
す
。
農
薬
は
、
プ
リ
ク
ト

ラ
ン
水
和
剤
（
二
、

0
0
0倍
）
で

単
用
散
布
し
て
下
さ
い
。

九
月
下
旬
に
は
、
腐
敗
防
止
の
た

め
、
ト
ッ
。
フ
ジ
ン

M
水
和
剤
（
二
、

五
0
0倍
）
を
散
布
し
て
下
さ
い
。

施
肥
は
、
秋
肥
と
し
て
九
月
中
旬

に
S
6
0
4
化
成
を
30kg
施
用
し
て

下
さ
い
。

十
月
上
旬
に
な
る
と
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
。
大
玉
で
着
色
し
て
い
る
も

の
か
ら
出
荷
し
ま
し
ょ
う
。

接
で
芽

接

＿

1
1
1
,
1
／
廿
り
を

：

ー

ー

木

穂

゜

腹
ー
引
門
~
ノ
月

5
□
W
\

芽

JI.IIIId

た

る

し

す

一

ー

↑

↑

実

用

充

使

＼

喜_¥
 

悶
且
|
'

＇ 

台

木

ニー三日間隔で収穫して下さい。

収穫したものは、十分選別し、

直ちに出荷して下さい。

収穫後のイガは、病害虫の発

生源になりますので、焼却する

か埋めましょう。

次に、秋接は、九月中旬から

十月上旬が適期です（一芽腹接）。

接木の要領は図のとおりで接木

テープは、基部から巻きしめ、

接ぎ穂の上部まで巻き上げて下
さい。

ただし、冬に凍害の恐れのあ

るところでは、翌春―――ー四月に

春接したほうがよいでしょう。

中月野正山予子小薮 喜 10 10 10 10 10 10 月月月月月月月月月月月月月月月月月月
津尾・林・ 月 24i 7 11 3 30 29 28 23 22 21 16 15 14 9 8 7 2 1 

小・ 岩谷・ 居谷中駄大馬・生汗 肱栄 ガp L ^ ・ 金日-・ ^ •金日一 ‘ ＾̀ 土日-・^  ‘金日-・ 日日日日日日日日日日日日日日

/ヽ木 ＾ 水ヽ ヽ^火 / 木ヽ ／ ヽ水 ^ 火ヽ ＾ 木ヽ /ヽ水 “ヽ火 / 木ヽ / 水ヽ ＾ 火ヽ ヽ^木 ヽ^ 水

倉 622 21ス
宇和 津中 月ノ 方面大谷岩谷面方 宇和 宇和 津中 月ノ 大谷方面 岩谷方面 和宇和宇 津中17 1̂5 ^ 11 8^  -月^水-^-木 津中和宇小薮方面大谷

釜杢上尿ヽ 20 13 .川・ 川南予・尾・ 北川川南子予・尾・ 北川南川予子・ 
'-" 30 25 24月、 、月日 予子方面岩谷 日
-^ 木 -^土ヽ^金 林

林子小薮 林小薮 林
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川
上
商
工
会
で
は
、
昭

和
六
十
一
年
度
に
お
い
て

む
ら
お
こ
し
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
市
町
村
、
地

域
内
関
係
団
体
及
び
地
域

住
民
の
協
力
を
得
て
当
地

域
の
特
産
品
‘
未
利
用
資

源
、
観
光
資
源
等
の
開
発
、
ま

た
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
機
会
の
創
出
と
一
・

五
次
産
業
の
育
成
に
よ
り

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事

業
で
す
。

こ
の
む
ら
お
こ
し
事
業

は
、
過
疎
地
域
で
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
地
域
の
自

発
的
な
盛
り
上
が
り
が
あ

り
、
知
事
が
特
に
必
要
と

認
め
た
商
工
会
に
お
い
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
事
業
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
に
は
、
基
本
的
な

事
業
方
針
や
実
行
計
画
の

策
定
等
に
つ
い
て
地
域
内
の
各
界
の
代

表
者
か
ら
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
各

団
体
等
と
十
分
連
携
し
協
力
体
制
の
整

備
・
拡
充
に
努
め
る
こ
と
も
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

む
ら
お
こ
し
事
業
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
地
域
内
の
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る

新
た
な
事
業
機
会
の
創
出
の
た
め
の

意
識
啓
発
及
び
コ
ン
セ
ン
サ
ス
作
り

に
関
す
る
事
業

〇
講
演
会
・
懇
談
会
の
開
催

0

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
配
付
等

◎
地
域
内
の
特
産
品
、
未
利
用
資
源
、

伝
統
的
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
特

産
品
開
発
の
た
め
の
事
業

0

現
状
分
析

0

ア
イ
デ
ア
募
集

0

市
場
調
査

0

試
作
品
等
の
製
作

〇
技
術
・
技
能
講
習
会
の
開
催

◎
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
た
め
の
観
光

資
源
の
開
発
に
関
す
る
事
業

0

現
状
分
析

特
産
品
づ
く
り
、
観
光
開
発
で

地
域
の
活
性
化
を
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若
い
カ
II

で
明
日
を
開
く

『
む
ら
お
こ
し
事
業
』
研
修

川
上
商
工
会
青
年
部

さ
る
八
月
二
十
七
日
、
川
上
商
工
会

青
年
部
は
福
岡
県
八
女
郡
黒
木
町
商
工

会
を
訪
れ
、
「
む
ら
お
こ
し
事
業
」
の

研
修
を
行
っ
た
。

〈
地
域
紹
介
〉
面
積
ニ
―
―
五
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
を
有
し
福
岡
県
下
で
四
番
目

に
広
い
町
で
あ
る
。
世
帯
数
四
、
二
〇

0
戸
、
人
ロ
一
八
、

0
0
0
人
、
主
要

産
物
と
し
て
は
茶
、
ぶ
ど
う
、
蜜
柑
、

木
材
等
が
あ
る
。

〈
む
ら
お
こ
し
事
業
の
沿
革
及
び
概
要
〉

ノ
．
｀

r
．
｀

r
l
i

伽
コ
~
、

i

0

ア
イ
デ
ア
募
集

0

観
光
ニ
ー
ズ
調
査

0

観
光
資
源
の
開
発

◎
人
材
養
成
研
修
事
業

◎
地
域
内
の
産
業
お
こ
し
の
成
果
の
普

及
P

R
事
業

0

事
業
成
果
の
普
及
P

R
の
た
め
の

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作

成
配
付

0

物
産
展
等
へ
の
出
品

◎
そ
の
他
必
要
な
事
業

地
域
の
振
興
及
び
活
性
化
が
強
く
叫

ば
れ
る
中
‘
―
つ
で
も
地
域
の
発
展
に

役
立
つ
よ
う
な
む
ら
お
こ
し
事
業
を
実

施
す
る
方
針
で
す
。
こ
の
事
業
は
、
住

民
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を
な
く
し

て
十
分
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
絶
大
な
る
ご
協
力
、
ご
支
援

を
宣
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
豊
か
さ
を
高
め
る
一
っ

の
実
験
」
で
あ
る
と
し
て
、

「自
分
達

の
ム
ラ
は
自
分
達
の
手
で
」
、

「名
コ
ッ

ク
は
あ
な
た
」
と
広
報
及
び
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
町
全
体
に
呼
び
か
け
る
。

〈
具
体
的
成
果
及
び
実
績
〉

「むらおこし」について研修する青年部員

農
産
物
の
宝
庫
と
い
え
る
ほ
ど
の
作

物
を
有
し
な
が
ら
、
一
次
産
品
の
ま
ま

の
出
荷
で
あ
る
た
め
、
価
格
の
変
動
、

低
迷
に
対
応
で
き
な
い
。
そ
こ
で
六
十

一
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
北
九
州

大
規
模
年
金
保
養
基
地
」
へ
の
対
応
と

し
て
、
地
元
特
産
品
の
開
発
。
以
上
の

問
題
点
を
踏
ま
え
て
五
十
九
年
度
に

「
む
ら
お
こ
し
事
業
」
を
行
っ
た
。

特
産
品
開
発
に
つ
い
て
は
、
試
作
品

を
“
九
州
む
ら
お
こ
し
物
産
展
”
、

“
県
産
品
フ
ェ
ア
”
等
に
出
展
し
た
が

大
き
な
成
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
小

径
木
ハ
ウ
ス
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
竹
細

工
品
等
が
主
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

全
町
内
を
対
象
と
し
た
ア
イ
デ
ア
募

集
に
対
し
て
も
、
二
件
の
応
募
が
あ
っ

た
の
み
で
、
意
識
の
高
揚
と
い
う
点
で

も
期
待
は
ず
れ
に
終
っ
た
。

〈
反
省
と
今
後
の
可
能
性
〉

む
ら
お
こ
し
の
基
本
と
な
る
自
発
的

な
盛
り
上
が
り
が
な
く
、
日
和
見
的
考

え
が
ま
だ
多
数
あ
る
。
特
産
品
に
関
し

て
も
、
産
業
的
に
位
置
づ
け
出
来
る
も

の
は
開
発
出
来
ず
、
そ
れ
よ
り
も
古
来

産
地
と
し
て
名
の
通
っ
て
い
る
「
八
女

茶
」
の
普
及
宣
伝
に
努
め
た
方
が
効
果

的
で
あ
る
。
今
後
の
展
望
と
し
て
、
年

金
基
地
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
」
は
、

第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
を
と
っ
て
お
り
、

厚
生
省
、
西
鉄
、
日
本
交
通
公
社
が
事

業
主
体
で
あ
る
。
経
営
主
体
が
し
っ
か

り
と
し
た
施
設
で
あ
り
、
今
後
の
町
づ

く
り
の
中
心
と
し
て
地
元
の
積
極
的
な

対
応
が
望
ま
れ
る
。

“
”
む
ら
お
こ
し
事
業
“
は
あ
ま
り

良
い
成
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ

が
そ
の
中
で
、
町
内
の
若
い
世
代
の
集

り
と
し
て

「
か
ん
め
な
し
会
（
な
ん
で

も
や
っ
て
見
よ
う
会
）

」

の
自
発
的
発

足
が
あ
り
、
今
後
の
活
動
が
大
い
に
期

待
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
じ
世
代
の
若
者
と
し
て
、

「
む
ら
お

こ
し
」
に
携
わ
っ
て
行
く
上
で
大
い
に

参
考
に
な
る
事
例
を
研
修
出
来
た
と
思
っ

て
い
る
。
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子
・
宇
都
宮
文
恵
・
松
岡
利
雄
・
上
野

都
司
美
・
兵
頭
武
敏

正
山
校
区
谷
本
一
敏
・
兵
頭
岩
見
・

北
川
文
子
・
上
岡
勝
一

岩
谷
校
区
山
根
ツ
ナ
・
冨
永
澄
香

河

辺

村

坂

野

サ

ト

エ

【

四

等

】

五

0
0
円
（
商
品
券
）

1
0
0
名

中
野
校
区
上
野
幸
美
・
佐
藤
景
一
・

麓
テ
イ
子
・
金
森
久
枝
・
金
森
清
子
・

冨
永
千
世
子
・
大
西
徳
生
・
森
政
子
・

橋
本
久
香
・
金
野
保
・
村
田
善
一
・
笹

木
熊
子
・
松
岡
佳
代
・
兵
頭
義
輝
・
山

内
清
勝
・
和
気
睦
明
・
久
保
田
大
介
・

岩
田
光
子
・
高
野
シ
ゲ
子
・
堀
ラ
ク
エ

大
野
由
美
子
・
亀
田
ヒ
デ
子
・
亀
田
里

江
・
亀
田
幸
子

・

三
井
満
春
•
福
森
和

栄
・
上
野
ミ
ツ
ル
・
沖
嘉
子
・
松
下
美

智
子
・
今
岡
キ
ミ
ェ
•
清
水
ト
シ
子
・

鉾
岩
延
子
・
山
田
美
智
子
・
大
野
文
男
・

曽
根
チ
ズ
子
・
片
山
政
治
・
菅
野
良
子

大
塚
千
鶴
江
・
堀
シ
ズ
カ
・
沖
野
常
一

万
岡
ヨ
リ
子
・
ニ
村
広
・
立
見
芳
子
・

池
田
平
男
・
堀
井
健
一
・
和
気
秀
喜

・

堀
井
君
子
・
三
井
藤
子
・
冨
永
典
継
・

山
内
鈴
恵
・
冨
永
智
恵
子
・
冨
永
利
彦

城
戸
英
樹
・
冨
永
カ
ツ
子
・
水
本
忠
徳

上
原
知
工
子

予
子
林
校
区
東
き
よ
子
・
山
下
茂
・

堀
内
タ
マ
エ
・
和
気
シ
ゲ
子
・
宮
田
ク

マ
ヨ
・
村
田
英
夫
・
山
下
道
教
・
林
ハ

肱
川
ク
ロ
ー
バ
ー
ス
タ
ン
プ
会

全国経営者年金制度

◆
加
入
資
格

商
工
会
会
員
の
事
業
主
（
法

人
に
あ
っ
て
は
そ
の
役
員
）
及

び
そ
の
後
継
者
で
年
齢
が
二
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
方

：
 

ル
エ

・
浅
野
ト
ミ
ェ

岩
谷
校
区
冨
永
重
子
・
森
本
美
津
子

森
岡
ミ
ヨ
子
・
ニ
宮
マ
サ
コ

正
山
校
区
中
岡
明
江
・
沖
田
チ
ョ
コ

中
岡
繁
子
・
村
上
春
義
・
安
川
マ
キ
子

山
本
登
志
夫
・
園
南
寺
春
義
・
増
本
美

敏
・
-
―
―
生
梅
男
・
谷
本

一
敏
・

山
本
久

美
子
・
北
川
文
子
・
藤
原
富
夫
・
桜
田

治
男
大
谷
校
区
源
田
ゆ
か
り
・
久
保
万
吉

上
仲
さ
ず
子

・

堀
文
男
•
水
口
照
子
・

谷
本
武
博
•
清
水
萬
喜
男
•
宮
川
安
江

藤
川
吉
子
・
新
静
子
・
仲
シ
ゲ
子
・
上

田
武
治
・
寺
岡
修

河
辺
村
薮
田
秋
子
・
森
ノ
ブ
ヨ
•
細

井
喜
久
美

野
村
町
田
部
サ
カ
エ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
国
商
工
会
連
合
会
が
商
工

会
会
員
の
皆
様
に
提
供
す
る
魅

力
あ
る
年
金
制
度
で
す
。

公
的
年
金
に
加
え
て
、
豊
か

な
老
後
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

豊
か
な
老
後
を
／
．

企
業
年
金
保
険

（
一
時
払
積
増
は
六
十
九
歳
ま
で
の
方
）

◆
掛
金
と
加
入
限
度

●
月
払
加
入
…
…
…
…
一
口
月
一
万

円
、
十
口
ま
で

•
一
時
払
積
増
…
…
…
一
口
十
万
円

五
十
口
ま
で

●
掛
金
は
加
入
者
負
担
で
す
。
（
法

人
が
掛
金
を
負
担
し
た
場
合
は
役

員
報
酬
の
上
乗
せ
と
な
り
、
加
入

者
が
負
担
し
た
こ
と
と
な
り
ま
す
）

◆
給
付
内
容

●
年
金
一
、
六
十
歳
以
上
で
脱
退
さ
れ

た
と
き
加
入
者
に
支
払
い
ま
す
。

た
だ
し
掛
金
の
払
込
み
は
年
金
開

始
の
前
月
ま
で
必
要
で
す
。

ま
た
、
一
時
金
で
受
取
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

二
、
給
付
期
間
は
十
年
間
で
す
。

三
、
年
金
開
始
は
、
六
十
歳
か

ら
七
十
歳
の
問
で
自
由
に
設
定
で

き
ま
す
。

四
、
給
付
期
間
中
途
で
加
入
者

が
死
亡
さ
れ
た
時
は
、
残
余
期
間

の
年
金
を
そ
の
遺
族
（
法
定
相
続

人
）
に
支
払
い
ま
す
。

•
一
時
金

六
十
歳
未
満
で
脱
退
さ
れ
た
、

加

入
者
に
支
払
い
ま
す
。

●
死
亡
一
時
金

．

加
入
期
間
中
に
加
入
者
が
死
亡
さ

れ
た
時
は
、
そ
の
遺
族
に
支
払
い

ま
す
。

一時払積増例② 月払加入例①

加入期間 掛 金 一時金 年金月額 年金受取偽額（l哨間）

5年 10万円 140,210円 1,620円 194,400円

10 10 204,590 2,360 283,200 

15 10 298,530 3,450 414,000 

20 10 435,600 5,030 603,600 

30 10 927,430 10,720 1,286,400 

40 10 1,974,600 22,820 2,7~8,400 

（］口掛金10万円）

※死亡一時金は、上表一時金と同額となります。

加入期間 掛金累計 一時金 年金月額 年金受取総額（l呼間）

5年 60万円 698,300円 8,070円 968,400円

10 120 1,727,500 19,960 2,395,200 

15 180 3,244,500 37,490 4,498,800 

20 240 5,480,800 63,340 7,600,800 

30 360 13,635,900 157,580 18,909,600 

40 480 31,354,500 362,330 43,479,600 

※死亡一時金は、上表一時金に1万円がプラスされます。

(I口掛金］万円）

タ
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
当
選
発
表
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通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

十
月
一
日
現
在
で
統
計
法
に
基
づ
く
指

定
統
計
調
査
と
し
て
、
商
業
統
計
調
査

（
飲
食
店
）
及
び
商
業
実
態
基
本
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

商
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
商
店

の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全

国
の
飲
食
店
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て

の

商
店
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
商
業
実
態
基
本
調
査
は
商
業

の
経
営
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
企
業
調
査
で
全
国
の
卸
売

業
及
び
小
売
業
を
営
む
企
業
の
う
ち
、

通
商
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
企
業
を
調

査
の
対
象
と
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、
国
や
都
道

府
県
、
市
区
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育

成
、
流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策

を
進
め
る
う
え
で
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
し
て
多
方
面
で
利
用
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
各
商
店
が
経
営
指
針
を
作
成
す

る
際
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員
及
び
商
業
実

態
基
本
調
査
員
が
商
店
を
直
接
訪
問
し
、

◎
飲
食
店

り
で
す
。

昭
和
六
十
一
年
十
月
一
日
現
在
で

実
施
し
ま
す
。

全
国
の
飲
食
店
及
び
通
商
産
業
大
臣

の
指
定
す
る
卸
売
業
、
小
売
業
。

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
回
収

す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で

正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
の
概
要

10
月

1
日
現
在
で
実
施

商
業
統
計
調
査
（
飲
食
店
）

商
業
実
態
基
本
調
査

①
商
店
名
及
び
所
在
地
②
経
営
組
織

③
商
店
の
本
支
店
別
④
商
店
の
開
設

年
⑤
来
客
収
容
人
員
数
⑥
従
業
者

数

⑦

年

間
商
品
販
売
額

⑧
業
種

◎
卸
売
業
、
小
売
業

①
企
業
名
と
所
在
地

②
経
営
組
織
と

資
本
金
額
（
又
は
出
資
金
額
）
③
従

業
者
数
④
商
品
販
売
額
等
⑤
商
品

販
売
方
法
別
割
合
⑥
商
品
販
売
先

⑦
商
品
仕
入
額
⑧
商
品
販
売
決
済
方

法
と
仕
入
決
済
方
法
⑨
商
品
手
持
額

⑳
営
業
費
と
支
払
利
息
⑪
営
業
用
資

産

⑫

借

入

金

⑬

ア

ン

ケ

ー
ト

；
 

こ
の
調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら

任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
飲
食
店
及
び
企

業
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
渡
し
て
必
要

な
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
取
り

ま
と
め
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
統
計
法
に
よ
っ

て
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。
例
え

ば
、
徴
税
そ
の
他
皆
様
方
の
不
利
益
に

な
る
こ
と
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
正
確
な
記
入
を
お

願
い
い
た

し
ま
す
。

な
お
調
査
員
は
身
分
証
明
書
を
携
帯

し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
な
場
合
は
い

つ
で
も
提
示
を
求
め
て
下
さ
い
。

高
松
国
税
局
発
表
の
昭

和
六
十
年
度
（
六
十
年
四

月
ー
六
十
一
年
三
月
）
酒

類
消
費
数
量
の
デ
ー
タ
は

な
か
な
か
面
白
い
。

四
国
で
飲
ま
れ
た
一
年

間
の
酒
の
総
量
は
、
一
・

八
/
瓶
に
し
て
一
億
一
＿一千

四
百
万
本
、
愛
媛
県
庁
本
館
四
階
建
て

の
ビ
ル
約
六
・
六
杯
に
相
当
す
る
。
こ

れ
は
前
年
度
と
比
べ
て
二
・
-
＝
％
の
微

増
。
種
類
別
で
は
何
と
い
っ
て
も
「
ビ
ー

ル
」
が
多
く
、
全
体
の
六
五
・
六
％
を

占
め
る
と
い
う
。

一
時
急
成
長
を
と
げ
た

「
焼
酎
」

（
し
ょ
う
ち
ゅ
う
）
は
、
前
年
比
七
・

-=
％
増
え
た
も
の

の
、
全
体
か
ら
み
れ

ば
ま
だ
六
％
に
も
満
た
な
い
わ
ず
か
な

量
だ
。
焼
酎
ブ
ー
ム
も
収
ま

っ
た
感
じ

に
な
っ
て
き
た
。
ウ
イ
ス
キ
ー
類
は
意

外
に
少
な
く
、
消
費
割
合
は
ニ

・
八
％

春夏秋冬

＇（‘,ー

J
‘
9
,

で
し
か
な
い
。
し
か
も
、
前
の
年
に
比

べ
て
七

・
七
％
減
っ
て
い
る
。

清
酒
は
な
か
な
か
健
闘
し
て
い
る
。

特
級

・
一
級
は
少
し
敬
遠
さ
れ
て
い
る

が
、
二
級
酒
が
四
・
ニ
％
増
え
、
全
体

と
し
て
0

•

五
％
減
に
止
ま
っ
て
お
り、

シ
ェ
ア
は
二
三

・
一
％
あ
る
。

清
酒
の
飲
ま
れ
方
で
面
白
い
の
は
、

愛
媛
・
香
川

・
徳
島
県
で
一
級
酒
の
量

が
二
級
酒
の
二
倍
近
く
、
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
で
あ
る
の
に
対
し
、
高
知
県
で

は
わ
ず
か
な
が
ら
、
二
級
酒
の
方
が
一

級
酒
を
上
回
っ
て
い
る
点
だ
。
高
知
は

全
国
で
も
ト
ッ
。
フ
ク
ラ
ス
の
酒
豪
県
。

愛
媛
が
年
間
一
人
一
升
瓶
―――十
本
を
空

け
、
高
知
の
人
は
四
十
本
を
転
が
し
て

し
ま
う
。
見
栄
を
張
ら
ず
、
好
き
な
酒

を
心
ゆ
く
ま
で
豪
快
に
飲
み
尽
す
、
土

佐
の
い
ご
っ
そ
の
本
領
を
う
か
が
い
見

る
思
い
が
す
る
。

◇
白
玉
の
歯
に
し
み
と
ほ
る
秋
の
夜
の

酒
は
し
ず
か
に
飲
む
べ
か
り
け
り

—
若
山
牧
水
ー

酒
が
一
番
う
ま
い
秋
が
来
た
。
酒
あ

る
と
こ
ろ
歌
が
あ
り
、
人
生
に
潤
い
を

も
た
ら
す
。
酔
払
っ
て
い
る
う
ち
に
成

人
一
人
当
り
二
万
円
の
年
税
を
納
め
て

い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

あ
ま
り
文
句
は
出
な
い
。

来
年
度
の
税
制
改
正
を
ね
ら
っ
て
、

今
ま
た
大
型
間
接
税
の
導
入
、
マ
ル
優

制
度
の
廃
止
な
ど
新
た
な
増
税
の
議
論

が
浮
上
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
少
々
酒

量
を
増
や
し
た
ぐ
ら
い
で
は
追
い
つ
か

な
い
金
額
だ
。
楽
し
く
飲
ん
で
ニ
ッ

コ

リ
納
税
、
酒
税
の
よ
う
な
う
ま
い
税
金
、

他
に
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
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正
月
ま
で
ニ
カ
月
足
ら
ず
今
更
ど
う
絶
対
安
静
の
事
、
一
杯
の
ご
飯
を
十
分

し
よ
う
も
な
い
が
、
例
え
一
年
、
半
年
間
そ
し
ゃ
く
す
る
事
。
問
食
な
し
、
入

で
も
い
い
も
う
一
度
元
気
に
な
り
た
い
。
浴
も
駄
目
、
常
に
足
元
の
障
子
を
開
放
。

身
を
削
る
様
な
日
が
過
ぎ
て
行
く
。
こ
の
様
な
事
を
守
り
な
が
ら
、
し
か
し
戦

そ
ん
な
あ
る
日
古
本
屋
で
フ
ト
目
に
時
中
の
物
不
足
の
頃
で
一
人
暮
し
の
身

し
た
一
節
に
「
人
を
相
手
と
せ
ず
天
を
に
は
思
う
様
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
師

相
手
と
せ
よ
、
天
を
相
手
と
し
て
己
を
走
の
風
は
冷
た
い
何
か
急
に
街
が
ざ
わ

壺
く
し
、
人
を
咎
め
ず
我
が
誠
の
足
ら
め
く
感
じ
、
号
外
が
飛
び
十
二
月
八
日

ざ
る
を
尋
ぬ
べ
し
」
南
州
。
い
く
ら
く
大
本
営
発
表
は
日
米
英
開
戦
を
報
じ
て

ヽ
こ
。

し
↑

よ
く
よ
し
て
も

数
日
後
レ
ン
ト

回

ノ

ど
う
な
る
も
の

〗
〗：
ぶ
6
5
Jい
〗
[
〗

え
は
じ
め
た
。
こ

ャ‘て

t

`

i

t

の
ま
ま
順
調
に
い

て
い
て
も
何
と

か
方
法
が
あ
れ

[
`
〗O
R
D

二
い
万
戸

先

生

は

駄

目

な

い

よ

。

」

こ

の

一

と
分
か
っ
て
い
る
事
は
し
な
い
の
が
常
言
は
暗
黒
の
中
に
ほ
の
か
な
光
を
見
た

識
、
だ
が
君
が
そ
れ
程
ま
で
に
云
う
の
思
い
で
あ
っ
た
。
一
人
で
迎
え
た
正
月
。

な
ら
外
科
医
と
よ
く
相
談
し
て
み
よ
う
。
生
き
て
い
る
実
感
、
う
れ
し
さ
に
正
月

一
週
間
後
呼
ば
れ
、
こ
の
療
法
は
全
国
一
＿
一
箇
日
は
休
み
と
も
し
ら
ず
、
干
柿
と

で
も
ま
だ
試
験
的
段
階
で
あ
り
例
も
少
水
で
す
ご
し
た
。
「
療
養
の
一
日
永
き

な
く
、
従
っ
て
成
功
し
た
話
も
聞
い
て
安
静
日
」
や
が
て
水
ぬ
る
む
春
、
午
前

は
い
な
い
。
と
の
話
、
か
と
言
っ
て
外
と
午
後
、
五
分
づ
つ
の
散
歩
を
許
さ
れ

に
な
ん
の
手
法
が
あ
ろ
う
か
。
五
日
後
る
。
次
第
に
快
く
、
七
月
に
は
一
時
間

私
は
手
術
台
の
上
に
い
た
。
執
刀
は
野
と
な
り
、
は
じ
め
て
徒
歩
の
通
院
を
許

本
軍
医
（
現
在
野
本
記
念
病
院
々
長
）
さ
れ
た
。

手
術
は
一
―
一
時
間
半
で
終
っ
た
。
退
院
後
そ
う
し
た
夏
も
終
り
の
頃
先
生
か
ら
、

そ
れ
ま
で
の
旅
館
住
い
を
や
め
て
間
借
明
日
は
正
午
頃
く
る
様
に
と
言
わ
れ
翌

り
を
し
移
り
住
ん
だ
。
通
院
は
人
力
車
、
日
訪
ね
た
が
、
他
に
は
誰
も
い
な
か
っ

闘
病
回
想

下

鹿

野

川

冨

永

新

一

(64
オ）

『
こ
の
世
の
最
終
便
』

た
。
入
念
な
診
察
を
終
え
ら
れ
先
生
が
、

「
よ
く
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
た
ね
。
こ
れ

ま
で
多
く
の
患
者
を
診
て
き
た
が
こ
ん

な
事
は
は
じ
め
て
だ
よ
。
私
も
本
当
に

う
れ
し
い
。
実
は
い
よ
い
よ
私
も
明
日

南
方
方
面
へ
行
く
事
に
な
っ
た
。
君
の

事
は
陸
軍
病
院
の
先
生
に
頼
ん
で
あ
る

か
ら
時
ど
き
行
っ
て
み
る
と
よ
い
。
再

び
会
う
事
も
あ
る
ま
い
が
と
に
か
く
決

し
て
無
理
を
せ
ぬ
様
に
。
家
に
は
い
つ

帰
る
か
ね
。
ご
両
親
が
待
っ
て
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
」

「
誠
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
」
先

生
の
武
運
を
祈
り
つ
つ
別
れ
を
告
げ
た
。

病
癒
い
え
帰
る
日
近
く
黄
昏
れ
の
、

雲
間
に
浮
ぶ
母
の
待
顔
。

上
松
以
来
丁
度
一
年
。
ま
さ
か
元
気

で
帰
れ
る
事
な
ど
考
え
て
も
み
な
か
っ

た
。
先
生
の
お
ら
れ
ぬ
松
山
に
も
う
用

は
な
い
。
奇
し
く
も
九
月
、
私
は
再
び

実
家
（
月
野
尾
）
へ
帰
る
事
が
で
き
た
。

い
ろ
い
ろ
な
事
が
あ
っ
た
が
す
べ
て
が

生
き
い
き
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
先
生

か
ら
二
、
三
回
便
り
を
頂
い
た
が
プ
ッ

ツ
リ
と
途
絶
え
、
数
力
月
後
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
戦
死
さ
れ
た
事
を
知
ら
さ
れ
た
。

先
生
は
大
洲
出
身
で
あ
り
台
地
に
静
か

に
眠
っ
て
お
ら
れ
る
。
時
ど
き
墓
参
を

し
お
礼
を
申
し
上
げ
る
こ
の
頃
、
病
に

さ
い
な
ま
れ
し
こ
の
身
が
以
来
四
十
五

年
の
今
日
、
な
お
こ
う
し
て
生
き
て
い

け
る
の
も
皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
し
な

が
ら
、
健
康
は
何
よ
り
の
宝
で
あ
る
事

を
か
み
し
め
つ
つ
こ
の
世
の
最
終
便
は

今
日
も
ま
た
ゴ
ッ
ト

ン
ゴ
ッ
ト
ン
と
ゆ
っ

く
り
走
っ
て
い
ま
す
。

冷
蔵
庫
の
代
用
に
は
電
気
洗
濯
機
を

ウ
ナ
ギ
の
カ
バ
焼
き
が
冷
め
て
し

ま
っ
て
、
ま
ず
く
な
っ
た
経
験
は
皆

さ
ん
知
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
手
軽
に
元
の
お
い

し
さ
に
戻
す
方
法
は
ご
存
知
で
し
ょ

~
。

ぅ
カま
ず
、
平
た
い
ナ
ベ
に
ほ
ん
の
少

し
の
日
本
酒
を
取
っ
て
、
そ
こ
に
冷

た
く
な
っ
た
カ
バ
焼
き
を
入
れ
、
ワ
ッ

と
煮
立
て
る
よ
う
に
す
る
と
、
味
も

身
も
ふ
っ
く
ら
と
元
の
よ
う
に
戻
り

ま
す
。ひ
と
串
で
日
本
酒
の
量
は
、
だ
い

家
族
に
病
人
が
出
て
、

氷
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う

な
時
は
、
冷
蔵
庫
に
は
氷

が
入
り
き
り
ま
せ
ん
か
ら

バ
ケ
ツ
に
入
れ
ま
す
が
、

氷
は
ど
ん
ど
ん
溶
け
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
冷
蔵
庫
の
代
用

を
す
る
の
が
電
気
洗
濯
機

で
す
。
洗
濯
機
の
中
ヘ
ザ

ル
を
入
れ
、
そ
こ
へ
氷
を

入
れ
ま
す
。
上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
の
風
呂
敷
を
か
け
、
な

る
た
け
外
気
に
触
れ
な
い

よ
う
に
し
て
、
き
ち
ん
と

冒

た
い
大
サ
ジ
一
杯
で
す
か
ら
酒
の
に

お
い
は
別
に
気
に
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
―
つ
の
方
法
は
、
器
に
水
を

張
っ
て
こ
の
中
に
冷
め
た
ウ
ナ
ギ
を

ど
っ
ぷ
り
と
漬
け
ま
す
。
時
間
は
一
―
―

十
秒
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
を
引
き
上

げ
た
ら
、
タ
レ
を
付
け
て
ア
ミ
の
上

で
焼
き
ま
す
。

一
度
た
め
し
て
み
て
下
さ
い
。
お

い
し
い
ウ
ナ
ギ
の
カ
バ
焼
き
が
食
べ

ら
れ
ま
す
。

フ
タ
を
し
て
お
き
ま
す
。

排
水
口
は
下
に
さ
げ
、
溶
け
た
水

は
外
に
流
れ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

す
と
、
氷
は
随
分
長
持
ち
し
て
助
か

り
ま
す
。

お
客
様
の
時
な
ど
に
は
こ
の
よ
う

に
し
て
冷
蔵
庫
の
代
わ
り
に
電
気
洗

濯
機
で
ビ
ー
ル
や
果
物
を
冷
や
す
の

に
も
便
利
で
す
。

冷
め
た
ウ
ナ
ギ
の
お
い
し
い
食
べ
方
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”
今
、
私
達
の
町
は
ど
う
な
の
か
、

ど
う
進
も
う
と
し
て
い
る
の
か
“
ぃ

ろ
い
ろ
な
場
で
話
し
合
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
状
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か

が
大
切
で
し
ょ
う
。

町
の
中
を
数
字
や
表
だ
け
で
見
て

み
ま
す
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
に
気
づ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
の
人
口
構
成
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
地
域
で
は
ど
う
な
の
か
。

道
路
は
、
施
設
は
…
…
。
と
い
ろ
い

ろ
な
も
の
が
出
て
き
ま
す
。

'
今
月
は
人
口
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
数
字
の
中
か

ら
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
で
現
状

を
分
折
し
て
み
て
下
さ
い
。

数字でみ

かひ じ

（人

中

51 

男

る
わ

ロ動態） ＼ヽ 

区

38 

男

央地

年齢

宇和川地区

年齢

臼
[
〗□目
琵
戸
[
〗

女

78 
31 
44-47-48-46 

5054 

36 

女

岩
男
谷地
年齢
区
女 男

大

71~ 
既 70
61~ 
a咽
51-----55 
46~50 
41~45 
a 
31~35 
汲沃
21~25 
16~2) 
11~15 
6~10 
0~5 

谷地

年齢

60 

区

女

中
男 [
立
臼
目
目
冒

2
 

区
女 男

予子林地区
年齢

49 

女
＇ 

44 
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部落名 世帯数 男 女 計 部落名 世帯数 男 女 計

小 畑 井 8 12 14 26 尽， 造 7 11 12 23 

萩 野 尾 7 11 15 26 見 の 越 6 16 18 34 

汗 生 26 32 48 80 月 野 尾 15 26 33 59 

道 野 尾 15 30 34 64 下 敷 水 19 25 23 48 

上 森 山 19 37 31 68 敷 水 24 40 42 82 

ノ＼ 重 栗 11 20 21 41 上 敷 水 11 22 27 49 

山 槌 25 40 39 79 下嵯峨谷 1 15 41 26 67 

協 生 30 64 68 132 " 2 3 5 5 10 

嘉 城 27 61 59 120 上嵯峨谷 13 24 25 49 

共 栄 34 68 59 127 菟 野 尾 24 30 41 71 

中 居 谷 55 116 120 236 橡の木瀬 4 5 7 12 

白 石 23 46 45 91 柳 19 27 42 69 

影 地 18 36 30 66 郷 21 31 35 66 

広 常 39 69 61 130 市 之 畦 14 22 26 48 

久 保 39 59 62 121 瓜 生 谷 18 37 35 72 

大 平 29 58 49 107 町 28 29 40 69 

大 屋 敷 17 39 36 75 藤 野 原 24 46 44 90 

森 11 27 29 56 小 倉 6 13 ， 22 
肱 栄 13 19 22 41 中 津 28 32 33 65 

大 和 34 62 82 144 教 員 20 19 7 26 

中 野 68 117 129 246 県 発 4 4 

゜
4 

小 藪 55 104 116 220 町営住宅 7 7 4 11 

下鹿野川 55 85 98 183 

上鹿野川 69 104 118 222 メロ 計 1057 18 2 8 1 919 3 7'4 7 

人口の動ぎ 平

和

均 年

齢

35 40 45 50 55 61 

世帯数 1,361 1,278 1,192 1,108 1,096 1,057 

人 ロ 7,191 5,916 4,752 4,226 4,035 3,747 

男 3,706 2,919 2,382 3,091 2,001 1,828 

女 3,485 2,997 2,370 2,135 2,034 1,919 

宇

大

中

岩

予

中

町
子

平

川

谷

央

谷

林

津

均

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

7

1

1

2

4

3

9

 

．
．
．
．
．
．

．
 

9

4

9

5

5

2

1

 

3

4

3

4

4

5

4

 

肱

男

J 11 
年齢
81~ 

7臼

71~75 

朗 70

61~ 
ぉ

51～お

≪咽

41～ふ

ぉ

31～お

お～3）

Zl~25 

16-2) 

11~15 

6~10 

0~5 

町

女
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優勝した男子バレーボールのみなさん

質
）
属
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

譲
置
誡
）

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

隈
民
体
育
祭
喜
多
郡
大
会

”
広
く
住
民
の
間
に
ス
ポ

ー
ツ
を
普
及

し
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
掲
と
体
力
の

向
上
を
は
か
り
、
生
活
を
明
る
＜
豊
か

に
す
る
＂
こ
と
を
ね
ら
っ
て
県
民
体
育

祭
の
喜
多
郡
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
年
で
十
七
回
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

九
月
七
日
⑪
に
五
十
崎
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

肱
川
町
か
ら
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
庭
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
に
約
七
十
名
の
選
手
が
出
場
し

ま
し
た
。

こ
の
内
、
男
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
が
、

十

一
年
ぶ
り
に
優
勝
し
、
男
子
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
も
準
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
の

一．一

ヽ

チ
ー
ム
は
、
十
月
十
九
日
大
洲
市
で
開

か
れ
る
管
内
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
男

子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
み
な
さ
ん
の
管
内

大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

夏
休
み
恒
例
の
少
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は

八
月
十
日
に
町
民
運
動

場
で
開
催
し
ま
し
た
。

中
央
二
、
大
谷
二
、

正
山
二
、
予
子
林
、
岩

谷
の
八
チ
ー
ム
が
出
場

し、

ニ
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
の
熱
戦
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

結
局
、

A
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
予
子
林
、

B
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
正
山
A
が
、
と

も
に
全
勝
で
勝
ち
上
り
、
決
勝
を
戦
い

ま
し
た
が
、
結
局
正
山

A
が
十
二
対
五

で
優
勝
し
ま
し
た
。

子
供
達
の
数
が
年
々
減
っ
て
選
手
編

成
は
厳
し
く
な

っ
て
お

り
ま
す
が
、
応

援
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
熱
は
年
ご
と

に
上

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
こ
の
大
会
が
、
子
供
達
の
健
全

な
育
成
に
つ
な
が

っ
て

い
く
よ
う
、
保

正山A2年連続V
ー少年ソフトボール大会一

ク

購
入
図
書
紹
介

市
民
参
加
の
町
づ
く
り

ひ
ろ
が
る
文
化
行
政

新
し
い
地
域
社
会
づ
く
り

簡

単

お

か

ず

小

林

カ

ツ

代

子
ど
も
を
悪
く
す
る
手
び
き村
井

男

の

子

を

育

て

る

村

田

諸
君
／
．
こ
の
人
生
大
変
な
ん
だ
山
口

瞳
実
訳
克
章

私
、
生
き
て
ま

す

永

田

親

は

な

ぜ

偉

い

か

横

川

人
生
は
花
い
ろ
女
い
ろ
高
峰

こ
ん
な
暮
し
を
知
っ
て
ま
す
か
鈴

木

健

二

姥

ざ

か

り

田

辺

聖

子

十

六

の

墓

標

（

下

）

永

田

洋

子

誰
も

一
人
で
は
生
き
て
ゆ
け
な
い

佐

藤

綾

子

磯

村

英

一

ク

洋
子
嘉
範
＿二
枝

護
者
、
指
導
者
の
連
携
を
深
め
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

＞
 
2
 
の 笑 顔

出
番
で
す
！
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん
⑫）

0

友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
た
く
ま

0

我
慢
は
体
で
教
え
こ
め

し

さ

が

…

…

…

総

理

府

は

、

「青
少
年
の
意
識
調

学
校
と
い
う
大
き
な
集
団
の
中
に
査
」
の
結
果
、

「現
代
の
青
少
年
は
、

入
っ
て
い
き
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
感
情
の
抑
制
力
に
欠
け
て
い
る
」
と

で
き
、
喜
ふ
子
供
。
そ
の
友
達
の
中
警
告
し
て
い
ま
す
。

に
は
、
い
た
ず
ら

っ
子
、
優
し
い
子
、
ま
た
、
耐
性
の
形
成
期
は
十
歳
頃

強
い
子
、
お
と
な
し
い
子
い
ろ
い
ろ
ま
で
だ
と
も
い
わ
れ
、
そ
の
頃
ま
で

と
い
ま
す
。
個
性
を
も
っ
た
友
達
と
に
「
我
」
を
抑
え
る
し
つ
け
が
重
要

の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
け
ん
か
し
た
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

り

仲

直

り

し

な

が

ら

、

子

供

は

育

っ

“

「我
慢
が
で
き
な
い
子
」
を
育

て
い
き
ま
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
友
て
て
い
る
母
親
”

と
の
ふ
れ
あ
い
を
少
く
し
て
い
る
の

0

乗
物
の
中
で
、
・
母
親
は
立
っ
て
い

は
い

っ
た
い
だ
れ
な
の
で
し
ょ
う
。
て
も
、
子
供
は
必
ず
す
わ
ら
せ
て

家
に
来
る
子
を
観

察

し

た

り

、

子

い

る

。

供
の
話
の
中
か
ら
、

「
あ
の
子
と
は

0

ピ
ク

ニ
ッ
ク
の
弁
当
や
、
買
い
物

遊
ば
な
い
で
」
と
友
達
選
び
を
し
て
の
重
い
荷
物
は
、
力
の
強
い
母
親

い
る
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い

「親
」

が
持
っ
て
い
る
。

で
す
。

0

遅
刻
し
そ
う
な
時
や
、
雨
の
日
は
、

い
い
子
、
悪
い
子
と
友
達
を
区
別

‘

す
ぐ
マ
イ
カ
ー
に
乗
せ
て
子
供
を

す
る
の
で
な
く
、
行
為
の
善
悪
を
十
送
っ
て
い
る
。

分
に
話
し
あ
い
、
「
お
友
達
を
多
く

0

子
供
の
欲
し
が
る
も
の
は
、
何
で

つ
く
れ
よ
」
と
子
供
集
団
へ
我
が
子
も
買
っ
て
や
り
、
物
を
紛
失
し
た

を
送
り
出
せ
る
親
で
あ
り
た
い
も
の
と
き
不
自
由
さ
せ
た
り
、
待
た
せ

で
す
。

た
り
し
な
い
で
、
我
慢
さ
せ
る
こ

現
在
の
複
雑
な
社
会
の
中
は
、
た
と
を
教
え
て
い
な
い
。

く
ま
し
さ
が
な
い
と
生
き
抜
い
て
い

0

手
伝
い
や
、
家
事
労
働
さ
せ
る
よ

け
な
い
と
い
う
こ
と
を
知

っ
て

い

る

り

も

、

算

数

を

教

え

る

こ

と

に

血

“
父
親
”
が
、
こ
の
こ
と
を
教
え
こ
ま
な
こ
に
な
っ
て
い
る
母
親
も
い

む

べ

き

で

し

ょ

う

。

る

。

お

と

う

さ

ん

！

た

く

ま

し

さ

を

子

お

母

さ

ん

！

「我
」
を
抑
え
る
し

供

に

教

え

よ

う

つ

け

が

大

事

で

す
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“
た
く
ま
し
い
肱

川
っ
子
を
育
て
る
”

こ
と
を
ね
ら
っ
て
、

わ
ん
ば
く
学
級
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
第
二
回
目

は
、
八
月
十
八
日
と

十
九
日
の
二
日
間
、

肱
川
中
学
校
で
実
施

し
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
で
し
た

が
、
今
回
は
献
立
て

を
グ
ル
ー
。
フ
で
考
え
、

買
い
出
し
か
ら
調
理
、

後
片
づ
け
ま
で
自
主

的
に
グ
ル
ー
。
フ
で
の

活
動
と
し
ま
し
た
。

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
・
焼

め
し

・
焼
肉
な
ど
グ

ル
ー
プ
で
の
考
え
に
立
っ
て
、
次
々
と

進
め
て
い
き
ま
し
た
。

愛
護
班
や

P
T
A
で
の
子
供
会

育
成
行
事
も
時
間
を
ゆ
っ
く
り
と
っ

て
、
自
分
達
で
考
え
、
活
動
す
る

方
向
へ
の
指
導
を
お
願
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
現
状
を
み
て
み
ま

す
と
、
や
や
子
供
達
を
お
客
様
に

し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

キ
ャ

ン
プ

で
は
そ
の
他
、
テ
ン

ト
設
営
の
指
導
、
キ
ャ
ン

。フ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
、
星
を
見
る
タ
ベ
と
多
採

な
活
動
に
、
子
供
達
も
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
朝
食
、
テ
ン
ト
徹

収
の
あ
文
子
供
達
の
楽
し
い
遊

び
を
し
よ
う
と
い
う
事
で
、
“
水

自主性とf供らしさを…
＝わんばく学級＝

鉄
砲
”
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子

供
達
は
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
や

っ
と
つ

く
り
上
げ
、
そ
の
後
は
、
水
鉄
砲
大
会

で
す
。
こ
う
な
っ
て
き
た
ら
、
子
供
達

は
本
来
の
子
供
達
ら
し
く
、
カ
一
杯
と

び
は
ね
て
い
ま
し
た
。
（
水
び
た
し
に

な
っ
て
…
…
…
）

肱
川
町
は
自
然
に
恵
ま
れ
、
自
然
と

ふ
れ
合
う
チ
ャ

ン
ス
は
い
く
ら
で
も
あ

り
ま
す
が
、
案
外
子
供
達
は
自
然
の
中

で
の
遊
び
を
知
ら
な
い
面
が
あ
る
よ
う

で
す
。
あ
り
余
る
自
然
を
有
効
に
活
用

す
る
活
動
も
多
い
に
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
子
供
達
に
そ
の
喜
び

を
教
え
て
い
く
事
も
、
私
達
大
人
の
大

切
な
役
割
り
だ
と
思
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
今
回
の
わ
ん
ば
く
学
級

は
終
了
し
ま
し
た
。

今
後
も
楽
し
い
企
画
が
つ
づ
き
ま
す
。

そ
の
中
で
子
供
達
が
ど
う
育
っ
て
い
く

か
楽
し
み
で
す
。

0

ロ
口
先
の
う
ま
さ
に
又
も
だ
ま
さ
れ
る
一

敏

末
っ
子
の
嫁
ぐ
よ
き
日
を
父
無
口末

未

な
ぐ
さ
め
と
腹
立
て
さ
す
も
ロ
一
っ
美
貴
恵

つ
り
は
し

〇
浅
い

浅
潰
け
の
茄
子
が
お
い
し
い
今
朝
の
膳

末

未

せ
せ
ら
ぎ
は
河
鹿
が
の
ど
を
試
す
場
所

ふ
み
緒

浅
い
瀬
を
故
郷
へ
帰
る
鮭
の
群

一

敏

浅
は
か
な
言
葉
が
友
を
つ
き
は
な
す

口
に
指
あ
て
て
ヘ
ソ
ク
リ
く
れ
る
母
ふ
み
緒

八
月
七
日
、
早
い
も
の
で
私
が
小

倉
に
嫁
い
で
二
度
目
の
夏
祭
り
を
迎

え
ま
し
た
。
一
年
目
と
違
い
、
今
年

は
私
自
身
、
こ
の
土
地
に
慣
れ
て
き

た
せ
い
か
少
し
余
裕
を
も
っ
て
祭
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
年
々
賑
や
か
に
な
る
夏
祭

り
、
今
年
も
大
阪
の
叔
父
さ
ん
の
子

供
達
、
町
内
に
住
む
叔
母

さ
ん
の
子
供
達
と
主
人
も

口
〗
口
竺

も
ち
ゃ
、
カ
キ
氷
、
綿
菓

子
、
金
魚
す
く
い
な
ど
子

供
達
は
何
に
し
よ
う
か
と
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
し
っ
ば
な
し
で
し
た
。
（
私
も
同

じ
で
し
た
が
…
…
…
）

九
歳
に
な
る
春
君
が
、
金
魚
す
く

い
を
し
よ
う
と
言
い
だ
し
ま
し
た
。

私
も
つ
ら
れ
て
挑
戦
し
た
く
な
り
、

恥
ら
い
を
忘
れ
す
く
っ
て
み
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
き
ま

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
供
の
頃
、
（
私
の
実
家
は
河
辺
村

の
名
場
連
で
す
。
）
名
場
連
で
も
八
月
―
―
―

日
に
夏
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日

は
両
親
に
小
遣
い
を
も
ら
い
、
兄
弟
で

足
早
に
祭
り
の
場
所
へ
と
急
い
だ
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
カ
キ
氷
や
出
店
を
、

人
・
人
・
人
の
中
を
歩
い
た
も
の
で
し

0

道
道
草
を
す
る
な
と
母
は
立
話
み
さ
ほ

い
や
な
人
に
合
い
そ
う
な
の
で
廻
り
道

ふ
み
緒

ぬ
け
道
を
頭
に
描
い
て
知
能
犯
藤

筋
道
の
通
っ
た
話
に
無
駄
が
な
い算

悟 子

み
さ
ほ

次
は
、
上
鹿
野
川
の
宮
本
美
三
子
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

小倉

大森初恵

せ
ん
。
今
度
こ
そ
と
金
魚
を
追
い
か
け

ま
し
た
が
、
す
く
い
紙
は
と
う
と
う
ボ

ロ
ボ
ロ
に
な
り
、
私
は
一
匹
も
す
く
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
春
君
は
器
用
で
す
。

泳
ぐ
金
魚
の
前
か
ら
パ
ッ
と
す
く
い
あ

げ
、
見
る
間
に
二
匹
も
す
く
い
ま
し
た
。

春
君
の
満
足
げ
な
顔
を
み
て
、
私
も
再

度
挑
戦
。
や
っ
と
の
思
い
で
一
匹
す
く

た
。
子
供
達
と
こ
う
し
て
歩
い
て
い
る

と
、
私
の
子
供
の
頃
を
甦
ら
せ
て
く
れ

る
よ
う
な
楽
し
い
気
分
に
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。ど
の
出
店
も
子
供
達
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
私
逹
の
子
供
の
頃
な
か
っ
た
、

そ
う
め
ん
流
し
も
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
た
。

裏
手
の
方
で
は
、
若
者
達

が
は
ち
き
れ
ん
ば
か
り
の
勢

い
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
を
出

し
、
大
声
で
唄
っ
て
い
る
の

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

花
火
と
い
っ
し
ょ
に
一
瞬

の
う
ち
に
夏
祭
り
も
終
り
ま

し
た
。
い
つ
の
日
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
、
私
も
我
が
子
の

手
を
ひ
い
て
親
子
で
、
夏
祭
り
に
参
加

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。



⑱麟ここロ

10月の日曜・祝日当直医

呼：二]四匹(20)

日 当直医 毎粍 話
.. 
宝来医院

t 5日（日）
（内子町）

44-2248 

唸10日（金） 小川医院 44-2815 
（内子町）

12日
古）II 医院

44-2407 
（内子町）

l9日（日） 町田医院 43---0211 （内子町）

お日（.、日~ ） •~ 成田医院
47---0061 （内子町）

. .， 祝・•日• ~ ·；了曜~ ~ . ~日日．. ，_ _, 喜（多大医師会病院
25---0535 洲市）

※変更になる場合がありますので前もっ

て連絡してからお出かけ下さい

救 急 病

院

曜 日 病院名 電 話

大（洲大市洲立市病）院 24-2151 

加大戸病市 院 24-5101 
（洲）

木～日？~： 大（洲大中洲央市病）院 24-4551 

犬の登録・注射日程

月日 時 刻 時間 場 所

10 
8:50~9:10 20分 大谷公民館

月 9:30~9:50 20分 予子林農協前

3 午前 10:10~10:30 20分 岩谷公民館

日 10:45~11:05 20分 赤岩縫製工場前
倹）

11:10~11:50 40分 鹿野川河原

●注射料金 2,200円(1頭）

●登録料金 2,100円(1頭）
●認印を必ずこ持参ください。

▽
対
象
者

0
初回・・・満
2
歳
か
ら

4
歳
ま
で
の
者

冨
加
：
・
初
回
終
了
後
12
カ
月

1
1
8
カ
月
の
者

午
後
1
時
30
分

1
2
時
1
0
分

10
月
1
3
日
同
一
肱
川
町
公
民
館

＿

月

日

一
場

所

一

時

間

医
師
…
郷
緒
良
三
先
生

歯
科
医
師
…
肱
川
明
先
生

⑥
三
種
混
合
予
防
接
種
（
第
一
回
）

10
月
1
6
日
困

午
後

1
時
1

午
後
2
時

肱
川
町
公
民
館

一

月

日

場

所

受
付
時
間

⑥
l

歳
6

カ
月
児•
3

歳
児
健
康
診
査

午
後

1
時

1

午
後

2
時

肱
川
町
公
民
館
一

月

月

粋 甘 月
31 27 
日 日

日倹 （月）

肱
奏ロ 喜谷嘉

： 
場

／五i 
望

命日
所

贔午月ヽ91J ・ 贔午月、今1J 悶

⑥
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

▽内容

間背甘背骨月
27 23 20 9 7 
日 日 日 日 日

日（月） （木） （月） （木） 伏）

｀ 館

>館 食館i | £ 魯i 畠
場

所

午前10時～
時

11時30分
間

高
血
圧
予
防
調
理
実
習

講
話
…
和
気
千
秋
先
生

▽
対
象
者
高
血
圧
治
療
中
又
は
、

高
血
圧
ぎ
み
の
本
人
あ
る

い
は
、
料
理
担
当
者

▽
そ
の
他
ご
希
望
の
方
は
、
町
民

課
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

⑥
犬
の
登
録
と
注
射
追
加
実
施

午
前

10時

1

午
後
2
時

10
月

28
日

凶

一
肱
川
町
公
民
館

一

日

程

一

場

所

時

間

▽
検
査
料

8
0
0
円

⑥
高
血
圧
予
防
教
室

10
月
1
日
叩

10
月
1
7
日
圏

日

場

所

受
付
時
間

⑥
乳
児
相
談
及
離
乳
食
教
室

▽
対
象
者

060年
7
月

1
日
か
ら

61
年

6
月

30

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児

〇
生
後
3
カ
月
か
ら
48カ
月
の
乳
幼
児
で

今
ま
で
2
回
服
用
で
ぎ
な
か
っ
た
者

⑥
健
康
相
談

午
前

7
時
＼

10
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

一

日

程

場

所

一
時

間

10
月
3
0
日
因

肱
川
町
公
民
館

午
後
ー
時
＼

1
時
30
分

⑥
胃
が
ん
検
診

▽
検
査
料

6
0
0
円

⑥
妊
婦
検
診
及
母
親
学
級

所
一
受
付
時
間

日

場

10
月
3
日
②

午
後

1
時
30

分

1
2
時

肱
川
町
公
民
館

一

肱
川
町
役
場
一
午
後

1
時
1

駐

車

場

午

後

2
時

10
月
14
日

凶

一

臼。
C
I四

月

日

場

所

一

時

間

日

程

＿
場

所

一

時

間

⑥
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
⑥
婦
人
が
ん
検
診

今
年
四
月
と
五
月
に
実
施
し
た
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い

な
い
犬
、
予
防
注
射
実
施
後
に
生
後

3
カ
月
以
上
に
な
っ
た
犬
は
、
最
寄

り
の
場
所
で
必
ず
受
け
て
下
さ
い
。

▽
不
用
犬
回
収
は

10
月

14
日
凶
に
役

場
で
午
前

9
時
ま
で
行
い
ま
す
。

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

画

．．
 

ご
璽
玉
璽

⑥
心
配
ご
と
相
談

▽

時

間

午

前

9
時

1
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

蔦九月一日から、郵便局の簡易
保険の制度改正が行なわれまし

た。大要は次のとおりです。

一、お一人様の加入限度額が、

年齢により変りました。

一、学資保険及び成人保険の契

約者の任意承継が可能となり

ました。

一、契約者貸付関係について、

ア、貸付利率が年六・六五％

（貸付期間経過後は年八・

六五％）となりました。

イ、貸付期間が一年となりま

した。貸付期間経過後一年

手続をしないと（合計二年）

10 10 相
月 月
20 6 談
日 日
（月） （月） 日

兵戒 宮福 担

頭野 田田 当

芳智
相

恵 二ii火火

一子 静保 員

上
森
山

橡
の
木
瀬

小

薮

上
嵯
峨
谷

中
居
谷

下
嵯
峨
谷

道
野
尾

大
野
安
達
台
野

北
川
敬
恒
さ
ん

長

男

達

也

ち

ゃ

ん

藤
高
茂
治
さ
ん

二

男

佑

介

ち

ゃ

ん

法
定
弁
済
と
な
り
ま
す
。

ウ
、
貸
付
の
期
間
更
新
を
し
な
く

な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
引

続
き
貸
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は

借
り
換
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
保
険
証
書
と
印
章

を
ご
持
参
願
い
ま
す
。

注
、
六
十
一
年
八
月
以
前
の
貸
付

に
も
、
貸
付
後

一
年
目
か
ら
こ

の
項
を
適
用
い
た
し
ま
す
。

工
、
利
息
の
計
算
は
、
九
月
一
日

以
降
に
請
求
の
あ
っ
た
も
の
か

ら
日
割
計
算
と
な
り
ま
し
た
。

オ
、
貸
付
加
能
額
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。
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ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
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椿
野
茂
太
郎
さ
ん

(88
オ）

山
内
フ
ジ
ヱ
さ
ん

(84
オ）

登
さ
ん

(67
オ）

繁
雄
さ
ん

(91
オ）

織
義
さ
ん

(83
オ）


